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歓迎糊モ張饗、製黙勲交遡あ．腕

心の距離がぐ～んと近くに
　8月10日（日）～13日㈱、姉妹都市のコモ市からジューセッペ・ビッラー二さん

（市評議会議員）が娘さんのルチアさんを伴い、市長代理として来市しました。

庁舎議場で行われた歓迎セレモニーで、十日町市民にコモ市をより知ってほし

いとの願いから、コモ湖のシンボルの「ルチア」と呼ぶ小船をプレゼントした

いとの報告がありました。年内中に到着する予定になっています。
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陶

～各種制度の改正

　　　　受給者証の更新など

外
来
で
受
診
し
た
と
き

薬
剤
に
一
部
負
担
が
か
か
り
ま
す

　
9
月
1
日
か
ら
外
来
で
お
医
者
さ

ん
に
か
か
り
、
薬
剤
の
投
与
を
受
け

た
場
合
、
下
の
表
の
よ
う
に
新
た
に

自
己
負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
人
は
除
か
れ
ま
す
。

①
6
歳
未
満
の
子
供
②
市
民
税
非
課

税
世
帯
で
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け

て
い
る
人
。

　
ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
の
薬
剤

は
除
か
れ
ま
す
。
①
入
院
し
た
と
き

の
薬
剤
②
注
射
、
検
査
、
処
置
、
手

術
等
の
際
に
使
用
さ
れ
る
薬
剤
。

　
み
ん
な
で
薬
剤
費
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
薬
の
ム
ダ
を
な
く
し
ま
し

ょ
う
。

　
つ

へ

…
七

．菊

！
ρ

口麟

1種類……・………・…・………0円

内　服　薬 2～3種類……………・・…・30円

（1日につき） 4～5種類………………・・…・60円

6種類以上・…………一…・100円

外　用　薬 1種類…………・・……・……50円

醸雛薬り 2種類……………・・…・……100円

3種類以上…………・……・・150円

頓　服　薬

醗響●糊 1種類につき………………10円

お
年
寄
り
の
医
療
費
の

　
　
　
　
自
己
負
担
額
が
変
わ
り
ま
す

　
9
月
1
日
か
ら
、
老
人
保
健
制
度

で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
の

一
部
負
担
金
が
下
の
表
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
人
は
、
老
人
受
給
者

証
を
持
っ
て
い
る
人
（
7
0
歳
以
上
の

人
、
法
令
で
定
め
ら
れ
た
障
害
に
該

当
す
る
65
歳
以
上
の
人
）
で
、
外
来

で
支
払
う
一
部
負
担
金
は
、
一
つ
の

医
療
機
関
ご
と
に
支
払
い
ま
す
。

　
総
合
病
院
で
は
各
診
療
科
ご
と
に
、

ま
た
医
科
と
歯
科
で
は
別
々
に
支
払

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
負
担
金
と
合
わ
せ
て
窓
口
で

は
、
外
来
診
療
で
の
薬
剤
の
負
担
金

も
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎外来…1か月1，020円

　
　
る

》

一
睡細

◎入院…1日につき710円
　　　　　　（※市民税非課税世帯で、

　　　　　老齢福祉年金を受けている

　　　　　人は、1日300円）

　　　　　　舞醗鷺

◎外来…1回につき500円
　　　　　（1か月4回まで負担）

◎入院…1日につき1，000円
　　　　　　（※市民税非課税世帯で、

　　　　　老齢福祉年金を受けている

　　　　　人は、1日500円）

1
日
人
間
ド
ッ
ク
を

　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う

　
1
日
人
問
ド
ッ
ク
は
今
年
4
月
1

日
か
ら
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
が
、

募
集
人
数
3
0
0
人
の
と
こ
ろ
、
現

在
約
2
0
0
人
が
受
け
付
け
を
済
ま

せ
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
1
0
0
人
程

度
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の

事
項
に
す
べ
て
該
当
す
る
人
は
、
直

接
市
民
生
活
課
国
保
係
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
総
費
用
（
税
込
）
の
6
割

を
国
民
健
康
保
険
で
助
成
し
ま
す
。

　
な
お
、
募
集
人
数
に
達
し
し
だ
い
、

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

■
受
付
で
き
る
人

①
昭
和
2
年
4
月
2
日
か
ら
3
3
年
4

　
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
国
民
健
康
保
険
料
を
完
納
し
て
い

　
る
人

③
住
民
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

④
十
日
町
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

　
入
し
て
い
る
人

■
受
付
時
に
持
参
す
る
も
の

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

②
印
鑑

■
実
施
機
関
と
助
成
後
の
自
己
負
担

①
労
働
衛
生
医
学
協
会
（
県
立
十
日

　
町
病
院
前
）

　
1
5
、
1
2
0
円
（
子
宮
が
ん
検

　
診
者
は
1
5
、
9
6
0
円
）

②
厚
生
連
中
条
病
院

　
1
3
、
4
0
0
円
（
男
性
の
み
受

　
け
付
け
）

③
小
千
谷
総
合
病
院

　
1
5
、
1
2
0
円

2
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老
人
医
療
受
給
者
証
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一
斉
更
新
を
行
い
ま
す

　
現
在
7
0
歳
以
上
の
人
が
お
持
ち
の

老
人
医
療
受
給
者
証
（
法
令
で
定
め

ら
れ
た
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
は
6
5

歳
以
上
）
は
、
有
効
期
限
が
9
月
3
0

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
有
効
期
限
が
切
れ
る
前
に
、
左
表

の
日
程
で
更
新
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

〈老人医療受給者証の更新手続き日程表〉

忘
れ
な
い
よ
う
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
（
代
理
の
人
で
も
手
続
き
で
き

ま
す
）

■
持
参
す
る
物

①
老
人
医
療
受
給
者
証

②
印
鑑

③
保
険
証

　
な
お
、
当
日
来
ら
れ
な
い
人
は
9

月
2
5
日
㈲
以
降
、
早
め
に
市
民
生
活

課
国
保
係
（
④
番
窓
口
）
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

県
単
独
医
療
費
助
成

事
業
で
受
診
さ
れ
て

　
　
　
　
い
る
皆
さ
ん
へ

　
県
老
・
県
障
・
県
乳
・
県
幼
・
県

親
の
各
制
度
に
よ
り
受
診
さ
れ
て
い

る
人
は
、
病
院
等
の
窓
口
で
老
人
医

療
対
象
者
と
同
額
の
一
部
負
担
金
を

お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
医
療
保
険
各
法
の
改
正
に
よ

り
、
9
月
受
診
分
か
ら
こ
れ
ら
の
対

象
者
の
皆
さ
ん
の
一
部
負
担
金
も
、

2
ぺ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
改
正
さ
れ

る
予
定
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

月田 場所 時間 該　　　当　　　地　　　区

9
月
鴻
日
㈹

中
条
公
民
館

午
前 新座1～4の2、本町7丁目1・2、三和町

午
後

四日町新田1～4、南新田町1～3丁目、四日町中原、四日町1～4、尾
崎、五軒新田、太子堂

下
条
公
民
館

午
前

上新田1～4、山際、原、廿日城、岩野、下条栄町、下条中央通り、桑原

午
後

野田、蟹沢、為永、下条本町、山根、貝ノ川、新保、水□、下山、新光寺、
仙之山、平、漉野、慶地、二子、願入、塩野

9
月
∬
日
㈱

中
条
公
民
館

午
前

塚田、中条八幡、上原、上原新町、上町、旭ケ丘、中町、背戸、下町、
中条旭町

午
後

中条島、峠、梅沢、中条新田、北原、市之沢、嘉勝、轟木、焼野、魚之田川、新水、

宇田ケ沢、中条菅沼、山新田、小貫、東・西枯木又、蕨平、三ツ山、上田原、池谷

川
治
公
民
館

午
前

川治上町1・2、川治中町、川治内後、川治下町1～3、妻有町東1・西1・2、

谷内丑1・2、北新田1～3

午
後

城之古1～3、城之古東町、塚原町、高山2～4、錦町1・2丁目
美雪町1・2～3丁目、桜木町、春日町1～3

9
月
招
日
㈱

州
治
公
民
館

午
前 高田町4～6丁目、山本町1～5丁目、千歳町、寿町1～4丁目、河内町

午
後

関根1・2、浅之平、笹之沢、落之水、池之平、孕石、長里、椌木、中村、
六箇山谷、麻畑、田麦、ニツ屋、船坂、塩ノ又

水
沢
公
民
館

午
前 水沢1～3、馬場1～4、太田島1～3

午
後 土市1～5、新宮1・2、伊達1・2

9
月
囎
圏
働

市
役
駈

午
前 本町1上・下、本町東1・西1、本町2丁目～本町6丁目1

午
後

本町6丁目2・3、袋町東・中・西、栄町、高田町1丁目・2丁目・3丁
目東・西・南、丸山町

吉
田
公
民
館

午
前 稲葉、吉田山谷、小泉1～3、樽沢

午
後 北鐙坂1～3、南鐙坂、高島1・2、鉢1・2、中手、中平、名ケ山

9
月
麗
日
㈲

市
役
艇

午
前

昭和町1～4丁目、西寺町、七軒町、泉町、加賀糸屋町、関口樋口町、駅
通り、西浦町東・西

午
後

稲荷町1・2丁目、稲荷町3丁目本通り、稲荷町3丁目東・南・北、稲荷町4丁目、

稲荷町西、西本町1～3丁目、千代田町、八幡田町、下川原町、宮下町東・西

水
沢
公
民
館

午
前

伊達3・4、大黒沢1・2、大黒沢東、小黒沢、天池、細尾、池之尻、漆島、
池沢

午
後

野中、鍬柄沢、当間、大石、南雲、中在家、水沢市ノ沢、珠川、姿1・2、
安養寺、幸町

9
月
餌
臼
㈱

市
役
所

午
前

諏訪町、神明町、学校町1・2丁目、水野町、若宮町、田中町東・西・本通り

午
後

川原町、上川町、田川町1～3丁目、島、江道、猿倉、津池、菅沼、大池、
赤倉

1時　4時※午前…9時30分～12時、午後

今
年
か
ら
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
を

　
　
　
　
　
　
郵
送
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
一

斉
更
新
分
を
、
今
年
か
ら
は
加
入
世

帯
の
皆
さ
ん
に
直
接
郵
送
し
ま
す
。

学
生
や
遠
隔
地
の
分
割
し
た
保
険
証

も
、
市
内
の
ご
家
庭
宛
て
に
郵
送
し

ま
す
。
ま
た
、
保
険
証
の
色
は
9
月

1
日
か
ら
「
桃
色
」
に
変
わ
り
ま
す
。

今
ま
で
の
「
浅
黄
色
」
の
保
険
証
は
、

8
月
31
日
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

各
世
帯
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
が
届
い
た
ら
、
住
所
・
氏

名
・
加
入
者
氏
名
な
ど
を
確
か
め
、

裏
面
の
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
記
入
事
項
の
誤
り
、
転
入
・
転
出
・

社
会
保
険
へ
の
加
入
や
喪
失
な
ど
、

被
保
険
者
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

市
民
生
活
課
国
保
係
に
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

。
為
台

0
声

形
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蒙灘

　馨職畿荏獲羨鞭ま魅づくりに使われました望

　　　『窃悠　灘1　　～．璽　　，’　纏臨

　委幽・“　羨　1　，1竈
懸一髄騰翻灘鎧

　　　 ・　　　欝＾☆，
購

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　マヘしず

灘螂纏　　　　　　　　響蝋．甘『、．・’『・難灘

叢ゆ灘　　鐵☆　　　嚢
　市の財政を市民の皆さんから知っていただ

くため、毎年8月と2月に財政のあらましを

公表しています。今回は4・5鋤が市の決算

状況、6参一が市の7月末の予算執行状況、7

鋤が広域事務組合と衛生施設組合の決算状況

と6月末の予算執行状況です。

■

■

（単位＝万円）

市の一般会計と各特別会計の

決算状況は右表のとおりです。

一般会計では歳入決算額222

億9，742万円、歳出決算額216億

7，773万円で、差引き6億1，969

万円となりました。

このうち、平成9年度への繰

越事業分1億6，712万円を差し

引いた4億5，257万円が、実質的

黒字額で平成9年度へ繰り越さ

れました。

会　　計　　名 歳戴決算額④ 歳鐡決算額◎ i差引額④一◎

一　般　会計 222億9，742 216億7，773 6億1，969

特
　
別
　
会
　
計

国罠健康保険 26億5，425 23億9，737 2億5，688

簡　　易　　氷　　道 7億6，804 7億3，126 3，678

下　水　道　事　業 28億3，292 26億9，854 1億3，438

老　　人　　保　　健 39億8，946 39億5，474 3，472

農業集落排水事業 6億9，741 6億8，715 1，026

駐　　　車　　　場 1，017 1，017 0
計 109億5，225 104億7，923 4億7，302

糞　　　　　詳 332穂i4．9解 鐡叢億5．6鮪 麺億籔，欝塗

下の円グラフは、一般会計の歳入・歳出決算の構成比です。歳入では地方交

付税、市税、県支出金、歳出では土木費、民生費、農林水産業費の順番です。

歳出216億7，773万円を市民1人当たりにすると482，671円になります。土木

費、民生費、総務費など、項目ごとの1人当たりの金額は5㌻左上の市民1

人に使われたお金のとおりです。

鑑詳金畷會、枷（、．4％）

　　　（1．5％）

地方譲与税
4｛意1，181万円

（1．8％）

国庫支出金
18f意5，217万円

（8．3％）

諸収入
24｛意9，551万円

　（11、2％）

繰越金
5億7，568万円
（2．6％）

市債
25億5，957万円
（11．5％）

その他4億8，353万円

　　（2．2％）

地方交付税
55億0，821万円
（24．7％）

，
　
り
乙

　
4

入
」
円

　
9

歳
臆
万

　
2

「
　
り
∠
　
」

県支出金
29｛意9，925万円

（13．5％）

市税
47f意5㍉900万円

（21．3％）

衛生費
12億351万円

（5．6％）

（
災害復1目費8億8，673万円（4．1％）

消防費　　5億8，763万円（2．7％）
その他　　3億5，303万円（1．6％）

商工費
17億0，636万円
（7．9％）

公債費
17｛意7，814万円

（8．2％）

土木費
47f意5，771万円

（21．9％）

　
3
　

　
7

出
」
円

　
7

歳
臆
万

　
　

　
つ
乙
　
L

民生費
30億1，295珊
（13．9％）

　教育費
19億9，913万円　　　　農林水産業費
・（g．2％）　　　　　　　　　28f意0，939万円

　　総務費　　　　（13．0％）
　　25f意8，315肥
　　（11．9％）

4



市税の状況
（総額47億5，900万円）

　皆さんからの市税は、

4㌻下の歳入円グラフの

とおり歳入の大きな部分

を占めています。

　47億5，900万円のうち、

市民税と固定資産税で合

わせて43億0，508万円、

90．5％となっています。

市債の状況
（総額150億2，375万円）

　市債は、市が国や銀行

などの金融機関から長期

に借り入れるお金です。

トップの土木債は道路や

河川などの工事に、2番

目の教育債は学校建設な

どに使われています。

　　　　　　都葬計画税その他
　　　　　　1億5・446万円1億0436万円（2．2％）

　　　　　　（3．2％）　　　”

市町村たばこ税
1f意9，510万円

（4．1％）

性質別歳出の状況

　歳出決算額216億7，773

万円の使いみちを、同じ

種類ごとに分けたものを

性質別歳出といいます。

　これに対して4㌻下の

歳出円グラフの土木費、

民生費、総務費などに分

けたものは目的別歳出と

いいます。

税
円

産
砺

資
3
8
）

定
G
膓

固
億
阻

　
2
4
（

市民税　鷺
19億0，124万円
　　（40．0％）

債
，544万円1辺地債

1．7％）し5，315万円（0．4％）

その他2倦懇漁57万円

土木債　　1
77億3，261万円

　　（51．5％）

　　　　　　　　民生
　　　　　　　　2億5

災害債　　　　　（
3億5，718万円（2．4％）＿

欝騨＼
　　　　　　総務債’
　　　　　17億4，14ε万円

　　　　　　（11．6％）

　　　　　　教育債
　　　　　　30f意3，510万円

　　　　　　　　　（20．2％）

減税補てん債
8億2，540万円
　　（5．5％）

普撃難騰
58億7，853万円

　　（27．1％）

　人件費

1塘多轟

〆その他
33億5，229万円
＼（15．5％）

扶助費
14億6，693万円

　　（6．8％）

公債費
17億0，865万円・

　　（7．9％）

貸付金
22億4，317万円（10．3％）

篠繁
　　　19億0，476万円

　　　　　　（8．8％）

　4㌻下の円グラフの歳出決算額を、平成

9年3月末住民基本台帳人口44，912人で割

った金額です。

　
　
円

費
9
3鶏．

緯
　
　
円

費
92

債
5
’

公
3
9

　
　
ほ

◎
・
マ
｝

』

土木費

105．934円

農林水産業費

62，553円

衛生費

26，797円

その他

40，688円

F
“
，

℃。諺　民生費ロ
の
　
づ

ミ毘》67・086円

総務費

57，516円

　
　
の

一
∵
　
噛
．

教育費

44，512円

財産の蝶況
　　　　　⑲．3。3鰯荘）

土　　　　　　地 932万3，924．55m2

建　　　　　物 18万7，423．13m2

有価証券 株　券 5億7，565万円

墨　地 7万5，352．74m2

学校墓金 立　本 1，973．13m3

圭　地 3億0，260万円
圭地開発墓金

現　金 1億0，240万円

その他墓金
総般会計分）

現　金 13億4，499万円

融
鎌
纏
羅
趨
簸

陣
幾
驕
雛
醗
塑
噸
催
事
霧
・
琶

◆
総
務
費

．
北
越
北
線
関
連
整
備
事
業
…
…
…
…
4
億
5
、
9
8
0

◆
民
生
費

・
老
人
入
所
措
置
事
業
…
…
…
：
…
…
・
3
億
6
、
6
3
5

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
：
…
：
…
・
…
…
i
億
2
、
2
4
8

㍗
．
精
神
薄
弱
者
援
護
施
設
措
置
事
業
…
1
億
9
、
0
6
0

．
私
立
保
育
所
措
置
委
託
事
業
…
…
…
3
億
9
、
8
6
6

・
へ
き
地
保
育
所
運
営
委
託
事
業
…
：
i
億
4
、
3
1
0

◆
衛
生
費

・
健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検
診
事
業
…
…
・
：
8
、
4
3
7

・
結
核
予
防
・
各
種
予
防
接
種
事
業
・
…
…
・
・
2
、
0
0
6

・
日
本
一
の
健
康
都
市
づ
く
り
事
業
…
…
：
…
：
：
3
9
8

◆
農
林
水
産
業
費

・
水
田
営
農
活
性
化
対
策
事
業
…
・
…
・
…
・
…
3
、
3
6
6

・
農
地
開
発
整
備
事
業
・
…
…
…
…
…
：
4
億
5
、
0
7
8

・
農
村
総
合
整
備
事
業
：
…
…
…
…
…
・
2
億
1
、
9
9
5

・
農
業
振
興
事
業
：
：
…
…
…
：
…
：
・
・
：
1
3
億
1
、
2
8
1

◆
商
工
費

・
工
場
建
設
資
金
等
貸
付
事
業
…
…
…
1
1
億
9
、
4
9
8

◆
土
木
費

・
道
路
新
設
改
良
事
業
…
：
…
…
：
…
：
7
億
0
、
3
2
9

・
融
消
雪
施
設
建
設
事
業
・
・
『
：
…
…
：
1
億
9
、
5
7
5

・
街
路
整
備
事
業
…
…
…
…
－
…
…
・
…
3
億
3
、
7
1
7

・
公
園
整
備
事
業
・
…
・
…
…
…
…
…
・
：
i
億
1
、
2
3
0

◆
教
育
費

・
十
日
町
小
学
校
東
体
育
館
大
規
模
改
造
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
：
…
…
・
3
8
1
1
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繋第淺一綬・醗翻欝i議繊

　鑓潟蒸繋鎌鐵懸綴鑓

右表は一般会計と各特別会計の

平成9年度7月末の予算執行状況
です。

一般会計と特別会計の国民健康

保険・下水道事業・老人保健・農

業集落排水事業が補正されて当初

予算額よりも増加または減少して

います。

一般会計についてみると7月末

予算額188億4，248万円に対して収

入済額59億6，554万円（収入率31．

7％）、支出済額52億1，681万円（執

行率27．7％）となっています。

鐵灘／

会　　計　　名 当初予算額 7月末予算額 収入済額 支出済額
一…

ニ一般会計 187億1，000 188億4，248 59億6，554 52億1，681

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 24億1，180 24億0，718 7億1，204 4億8，694

簡　易　水　道 7億5，910 7億5，910 1億9，973 5，193

▼
｝
…

下水道事業 24億9，140 25億3，454 5億5，346 3億6，760
曽1

老　人　保　健 43億0，250 43億4，003 9億7，089 11億0，824

農業集落排水事業 2億9，250 2億8，980 1，539 7，165

－

計 102億5，730 103億3，065 24億5，151 20億8，636

合　　　　　計 289億6，ヌ30 2鍛億7，313 84億1，705 鶉億0，317

その他
17イ意2，384万円

（9．2％）

県支出金
14f意6，451万円

　　（7．8％）　　　　　地方交付税

　　　　　　51億8，400万円
　　　　　　　（27．5％）国庫支出金
15億4，703万円　　　　灘鑛
　（8．2％）

　　　　纒撫舗　市債　15億6，680万円　　　i嚢麗

　（8，3％）

　　　諸収入　市税
　　25億5，301万円盤舞29万円
　　（13．5％）

その他
11億4，009万円

　（6．1％）

農林
水産業費

　12億4，969万円

　　（6．6％）

衛生費
14億7，594万円

　（7。8％）

総務費

（9．6％）

　　教育費
　18f意1，661万円

　（9．6％）

　　　商工費
　　　18億1，843万円
　　　（9．7％）

土木費
42億7，098万円
（22．7％）

　　　　叢畿
18億0，260万円葉雛猿灘，馨灘

　　　　鐵㈱ 民生費
32億8，617万円
（17．4％）

＼
痂
L

費
⑲
％

債
齢
庶

公
1
9
（

23億 19億
7，001 5，104

万円 万円
（49．3％）（40．6％）

隔
鶴
口

　
　
　
　
　
　
　
　

鶏
瀞

そ
の
他

計
画
税

都
　
市

た
ば
こ
税

市
町
村

市
民
税

資
産
税

固
　
定

普通建設事業の9年度一般会計の7月

末予算額34億6，480万円に対して執行済額

7億5，238万円、執行率21．7％となってい

ます。

　　　　　　　　（単位：万円）

事業名
設
事
業

普
通
建

補助事業

単独事業

合　　計

7月末予算額

16億6，052

18億0，428

34億6，480

執行済額（率）

2億6，217（15．8％）

4億9，021（27．2％）

7イ意5，238（21．7％）

注）人件費・事務費及びほかの地方公共団体

　が実施する事業に対する負担金は除く。

議羅麹馨薦

難類鞭灘臓謹i

．叢醗顯鑓、灘灘磯、

畿繁算額翫・難驚懸

繋驚潟案難驚墓灘欝

藤識臓灘，8雛義饗割

った金額です。

叢魑総額

犠難鍵灘灘難鰯．

　　　土木費
　　　95，150円

岱

総務費

40，159円

　　　教育費
　　40，471円

oノ： 　o’。

　　商工費
，．。40，511円

邑　　　公債費
　　44，155円

費
円

業
－

産
84

水
　
’

麟
2
7

奪

蘇騒
」
■
℃
擁

衛生費

32，881円

　　　その他
　　25．398円

6



　　　　　　　￥￥，／
　　　　、￥」！

，ミ超oo〔恥
　　～さ　　　　　　　　　　　　十日町市、川西町、津南町、中里村、松代町、松之山町で運営する組合で、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広域企画振興、消防・救急活動、総合福祉センター御陣荘、と畜場、家畜指導

　　　　　　　　　　　　診療所の事業を行っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8年度特別会計の決算
　　　　　8年度一般会計の決算　　　　　　’　　　　　（単位・万円）

繰聡6、難讐の他24翻　“（謙1：ll

　（2．2％）　　　　　　　　　　（0．2％）　　　消防施設費

　　　　　　　　　　　1f意2，271万円
　　　　　　　　　　　（8．7％）

中里村
1億2，243朋

（10．7％）

　組合債
　2億9，660万円

　（19・2％）　　　　　十日町市

松鼎駕山町鎌5残17，，
　　　難懲灘馨（49．8％）

　　　　籔灘
川西町

1億9，384津南町

へ
鷲
ソ

／
き

南分署建設費
3億1，475万円

（22・4％）　鐵畿

　　　繍藤，馨雛

、
金
円

　
　
万

　
越
7
7

　
繰
卵

勢朋
磯

　
　
　
へ

　
　
　
　
へ

潟
膓腰

金

2
　

担

円
）
　
員

万
％
　
　
・

コ
金

編
謁

　　　雛i欝
非常備

　消防費　　常備消防費

嬉琴7認）1薯％

　簿14億o，1騨

9年度一一般・特別会計の6月末予算執行状況

　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
嚢　　誹　　麟 畿鞠藩算額 鯛総騰額 蕪澱溝額 糞畿溝額

一　般　餐　謙 15億6，126 15億8，146 4億5，127 3億6，006

総奮福糠鎌熱 1，649 1，649 564 408

遜欝暢蒙業 2，778 2，778 798 416
欝
劉
饗
謙

蒙叢撚欝療藩 5，180 5，180 1，766 1，101

謎 9，607 9，607 3，128 1，925

慧　　　　　謙 16億5，733 16億7，753 4億8，255 3億7，931

会　誹　名『 歳入額 歳畿額 差引額

総奮福祉セ》覆一 1，742 1，662 80

と畜場事業 3，037 2，950 87

家畜捲導診療辮 5，059 4，639 420

奮　　　　誹 9，838 9，251 587

組合債の状況
　　　　　　（単位：万円）

消防庁舎建設 4，404

消防施設整備 6，142

地域総合整備 4億4，862

と　畜　場　整　備 1，300

懸　　　の　　　他 342

奮　　　　　講 5億7，050

8年度出動・利用状況

消防箪等 救急車 御陣荘 と畜場

輩囲購灘 　件
33 　件

860
　人
240 　頭4，576

網酉聴・ 20 181 28 6
津爾駐 13 289 13，092 5，549

鱒塁襟 1 119 607 0
圏域外 0 21 493 0
欝　　欝 67 1，470 14，460 10，131

　　十日町市、川西町で運営する組合で、ごみ処理、し尿処理、火葬場

　の管理・運営の事業を行っています。

　　　　　8年度一般会計の決算
　　　　　　　　　　　　　　　　　その他723万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（0．9％）国庫支出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し尿処理費

38勤

組合債
8，710万円

（10．8％）

その他
8，006万円

（9．9％）

川西町
6，966万円

（3．8％）

雛鑛
獲鑛慈灘暴

懇穰

十日町市
5億4，182万円

　（88．6％）

（75．5％諺『

N厩

斜珍

檜
燈
金

繰越金
2，599万円

3，448万円

（4．4％）

　　　　　　し尿処理
　　　　　施設建設費
　　　　　1億5，484万円
　　　　　　（19．8％）

　公債費　　灘難
2醸鑑5・犠難，鑛

　　　　鐵礫　　　　　　　一般管理費
　　　　　　　賄意9，291万円
　　　　　　　（24．6％）
　　　じん芥
　　　　処理費
　　　　1億4，017万円
　　　（17．9％）

組合債の状況
　　　　　　（単位＝万円）

鑓み処理施設 26億5，716

膨羅処理施設 3億1，792

埋立処分施設 264

奮　　　　欝 29億7，772

9年度一般会計の

6月末予算執行状況
　　　　　　（単位：万円）

畿　初　灘　算　額 7億0，814　・

⑤月宋蚤算額 7億4，343

取　　入　　済　　額 9，929

糞　　畿　済　　額 8，633

7　　平成9年8月25日号



9
年
商
業
統
計
調
査
」

（
概
数
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
6
月
1
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
実
施

さ
れ
た
「
平
成
9
年
商
業
統
計
調
査
」
（
3

鞭
に
1
度
の
調
査
で
、
前
回
は
平
成
6
年

　
コ

縷
実
施
）
の
結
果
（
概
数
）
が
ま
と
ま
り

畿
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議

年
間
商
品
販
売
額
は

　
　
　
ー
、
1
9
4
億
円

　
繊
維
卸
売
業
な
ど
の
販
売
額
減
少

で
、
全
体
で
は
52
億
1
、
0
0
0
万

円
（
4
・
2
％
）
の
減
少
に
な
り
ま

し
た
。

　
繊
維
品
卸
売
業
で
は
7
億
6
、
7

0
0
万
円
（
2
0
・
7
％
）
、
そ
の
他
の

卸
売
業
で
は
1
億
6
、
4
0
0
万
円

（
5
・
0
％
）
、
卸
売
業
の
総
数
で
9

億
3
、
1
0
0
万
円
（
1
3
・
3
％
）

の
減
少
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
前

回
売
上
を
伸
ば
し
て
い
た
そ
の
他
の

卸
売
業
も
、
今
回
は
マ
イ
ナ
ス
に
転

じ
て
い
ま
す
。

　
小
売
業
全
体
で
は
、
4
億
1
、
0

0
0
万
円
（
7
・
5
％
）
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
中
で
も
織
物
・
衣
服
・

身
の
回
り
品
小
売
業
が
2
億
1
、
2

0
0
万
円
（
32
・
2
％
）
の
大
幅
な

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
前
回
の
調
査
で
は
ス
ー
パ

1
の
大
型
化
に
よ
り
顧
客
を
伸
ば
し
、

販
売
額
が
増
加
し
た
飲
食
料
品
小
売

業
で
し
た
が
、
今
回
は
6
・
2
％
の

減
少
に
な
り
ま
し
た
。

　
販
売
額
全
体
で
の
52

億
1
、
0
0

0
万
円
（
4
・
2
％
）
の
減
少
を
分

析
し
た
場
合
、
市
の
商
業
活
動
は
下

降
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。

商
店
数
は
7
5
1
店

　
前
回
減
少
し
た
商
店
数
は
、
今
回

も
さ
ら
に
減
少
し
、
全
体
で
5
・
3

％
の
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
繊
維
品
卸
売
業
は
1
0
・
6
％

の
増
加
に
な
っ
て
い
ま
す
。

従
業
者
数
は

　
　
　
　
　
3
、
6
6
6
人

前
回
と
比
較
し
て
3
2
0
人
、
8
・

0
％
の
減
少
に
な
り
ま
し
た
。
中
で

も
、
そ
の
他
の
卸
売
業
が
21
・
9
％

と
、
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

売
り
場
面
積
は

　
　
　
6
1
、
9
3
9
、
m

　
小
売
業
の
全
体
で
1
6
・
2
％
の
増

加
に
な
り
ま
し
た
。
要
因
の
一
つ
と

し
て
、
大
型
店
の
出
店
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

平
成
9
年
10
月
1
日
、

就
業
構
造

　
　
　
　
基
本
調
査
実
施

　
こ
の
調
査
は
、
統
計
的
な
手
法
に

よ
り
選
ば
れ
た
世
帯
の
人
に
記
入
し

て
い
た
だ
い
た
調
査
票
を
集
計
し
て
、

日
本
の
就
業
、
不
就
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、

14

地
区
の
行
政
区
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
調
査
の
対
象
に
な
る
世
帯
に
は
、

9
月
か
ら
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
文
書
統
計

　
係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
）
へ
。

繍
醗
．

　
　
　
　
　
難
、
緩

　
　
　
　
　
撫

醐
　
餅　

市
で
は
、
子
供
た
ち
か
ら
市
内
の

自
然
を
大
切
に
し
て
い
っ
て
も
ら
お

う
と
、
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
（
す

で
に
全
国
の
市
町
村
で
活
動
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
）
を
作
る
計
画
で
す
。

そ
の
前
段
の
作
業
と
し
て
8
月
5
日

㈹
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
遊
歩
道

で
「
こ
ど
も
自
然
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
小
学

生
4
0
人
ほ
ど
が
参
加
し
、
虫
や
植
物

な
ど
大
切
な
自
然
を
観
察
し
ま
し
た
。

こ
ど
も

エ
コ
ク
ラ
ブ
つ
て
？

　
地
球
は
今
、
温
暖
化
や
汚
染
で
自

然
も
動
物
や
植
物
も
元
気
を
な
く
し

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
地
球
を
守
る
た

め
に
活
動
し
て
い
る
の
が
「
こ
ど
も

エ
コ
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
環
境
に
関
心

の
あ
る
小
学
生
が
集
ま
り
、
環
境
を

守
る
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
み
ん
な
も
参
加
し
て
、

「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
あ
く
し
ょ
ん
」
（
環

境
に
や
さ
し
い
こ
と
）
に
挑
戦
し
て

く
だ
さ
い
。

会
員
に
な
る
と
？

　
楽
し
い
シ
ー
ル
が
つ
い
た
「
会
員

手
帖
」
や
「
メ
ン
バ
ー
ズ
バ
ッ
ヂ
」

な
ど
が
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、
す
で

に
県
内
に
も
た
く
さ
ん
の
「
こ
ど
も

エ
コ
ク
ラ
ブ
」
が
で
き
て
い
ま
す
が
、

そ
ん
な
仲
間
た
ち
と
の
交
流
も
で
き

ま
す
。応

募
の
き
ま
り

■
参
加
で
き
る
人
　
市
内
の
小
学
生

　
で
す
。

■
費
用
　
入
会
金
・
会
費
は
無
料
で

す
。

■
申
込
方
法
　
9
月
1
0
日
㈱
ま
で
に

申
込
用
紙
（
市
役
所
に
あ
り
ま
す
）

を
記
入
し
、
市
民
生
活
課
生
活
環

境
係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
礎
を

　
　
ん
シ
シ

　
　
み
シ
ぞ

　
　
・
ク
こ

　
あ
ア
・
起

　
士
て

　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
ノ
　
ρ

　
　
　
　
　
　
　
タ
．
、
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結果速報（概数）〉〈平成9年商業統計調査

商　店　数 従業者数 売場面積 年間商晶販売額
平醜箪 平9隼業揃回箆 平葛葬 平9葎対前醗ピ 平β隼 平9隼 対前回比 平6年 平9年 対前回比

総　　　　　数

店
7
9
3

店
7
5 1

　％
△5．3

　人
3，986

　人
3，666

　％
△8．0

　m2
53，302

　m2
61，939

％
1
6 ．2

　万円
12，464，165

　万円
11，942，337

　％
△4．2

卸　売一業　誹 130 114 △12．3 1，130 957 △15．3
一 一 7，014，524 6，082，623 △13．3

繊維晶卸売業 47 52 10．6 446 423 △5．2 『 一 3，712，040 2，944，891 △20．7

懸の難の卸売業 83 62 △25．3 684 ．，．534 △21．9
一 一 3，302，484 3，137，732 △5．0

那　売　業　計 663 637 △3．9 2，856 2，709 △5．1 53，302 61，939 16．2 5，449，641 5，859，714 7．5

織物．讃服、身の

團鰻晶琳売業
134 134 一 473 401 △15．2 10，473 16，958 61．9 661，273 873，974 32．2

飲嚢料晶燃売業 237 201 △15．2 1，036 859 △17．1 18，106 17，405 △3．9 2，027，259 1，900，674 △6．2

鶴勤灘、自転糞

醜　　売　　業
45 42 △6．7 258 259 0．4 1，400 1，184 △15．4 690，170 823，767 19．4

家翼、、建臭．δゆ

蓼器小売業
68 64 △5．9 302 239 △20．9 11，385 8，294 △27．1 566，983 452，262 △20．2

愚⑳弛の懲売業 179 196 9．5 787 951 20．8 11，938 18，098 51．6 1，503，956 1，809，037 20．3

（注）平成9年数値は概数のため1後日公表される確定数とは必ずしも一致しないことがあります。

穏
物
鶉
座
～
＋
遍
灌
嬉
響
人
々
～

　
博
物
館
で
は
十
日
町
市
史
の
刊
行

を
記
念
し
て
、
市
史
編
さ
ん
に
携
わ

っ
た
先
生
方
を
お
迎
え
し
、
新
た
に

書
き
替
え
ら
れ
た
「
郷

土
の
歴
史
」
に
つ
い
て

の
講
座
を
開
き
ま
す
。

あ
な
た
も
、
歴
史
空
間

へ
の
旅
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
9
月
1
3
日
～

　
1
0
月
2
5
日
ま
で
の
毎

　
週
土
曜
日
午
後
1
時

　
3
0
分
～
3
時
3
0
分

目
場
所
　
十
日
町
市
博

物
館

■
受
講
料
　
無
料

■
申
し
込
み
　
申
込
書

　
（
博
物
館
に
あ
り
ま

〈講師と内容〉

す
）
を
記
入
し
、
十
日
町
市
博
物

館
（
暦
5
7
－
5
5
3
1
）
へ
。

囲時 講　師 タ雑　餐ル

騨玉誰1 本田雄二先生
（長岡高校教諭）

村の掟（おきて）

一村決でみる盗みへの制裁一

9鋤縫） 桑原　孝先生
（十日町市史執筆員） 善光寺街道と松之山街道

鰹館㈱ 杉本耕一先生
（新潟高校教諭）

縮問屋と奉公人

麹灘鱒 須藤重夫先生
（市文化財保護審議委員）

妻有俳譜の先駆者たち
一上村山之と根津桃路一

＊
王
⑧
灘 ㈱

本山幸一先生
（十日町市史執筆員）

飢餓と村の生活
一農民たちの危機管理一

玉0灘＄圏籔 松永靖夫先生
　（農学博士）

日記にみる農家の一年

醜盤5縫1 木村秀彦先生
（堀之内高校教諭）

山の利用と紛争
一六箇村の入会一

＊三連休の中日

十
日
町
総
合
高
校
学
校
開
放
講
座

　
　
　
　
　
～
花
の
バ
イ
オ
技
術
基
礎
講
座
～

■
日
時
　
9
月
6
・
2
0
日
、
1
0
月
4

日
、
n
月
1
・
2
9
日
の
各
土
曜
日

午
後
1
時
3
0
分
～
5
時
3
0
分

■
場
所
　
十
日
町
総
合
高
校
生
物
工

学
実
習
室

■
内
容
　
ユ
リ
、
ラ
ン
な
ど
の
草
花

の
組
織
培
養
に
よ
る
増
殖

■
講
師
　
十
日
町
総
合
高
校
生
物
生

産
系
列
職
員

■
参
加
費
　
千
円
（
5
回
分
、
第
1

回
目
に
徴
収
）

■
申
し
込
み
　
9
月
3
日
㈱
ま
で
に
、

　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
十
日
町
総

合
高
校
「
学
校
開
放
講
座
」
係
（
〒

粥
十
日
町
市
高
山
4
6
1
番
地
智

　
52
1
0
5
0
9
）
へ
。
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　「大好き信濃川SNOW＆WATERフェステ
イバル’97」が8月9日（土）・10日（日）の両日、妻有

大橋下周辺の信濃川河川敷で行われました。昨

年に続き2度目の開催となる今年は、ヤマメの

稚魚放流、ニジマスのつかみ取り、真夏の雪遊

びなど信濃川や雪に触れ合う多彩なイベントが

繰り広げられました。今回は、「信濃川の清流を

求めて」と題して行われた信濃川シンポジウム

の模様を中心にお伝えします。

垂
羅
禦
　
、

“

工

　
螺
、
．
饗
難

・
欝

．

雛諺縢勲撮
　
　
繕

　
　
き

鐵
鐵
．
．

灘
耀
　
き

磯
羅

　
　
繋
叢
』
』

　
　
　
　
　
ダ
ヱ
モ

縦
懸
　
　
　
ヱ
凶

　
　
羅
鰍
懸

難
嚢

　
　
　
　
置
　
、

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

・
大
熊
孝
氏

　
　
（
新
潟
大
学
工
学
部
教
授
）

〈
パ
ネ
ラ
ー
〉

　
か
ず
さ

・
上
総
周
平
氏

　
（
建
設
省
信
濃
川
工
事
事
務
所
長
）

　
・
本
田
欣
二
郎
氏
（
十
日
町
市
長
）

　
・
河
野
辺
久
美
子
氏

　
　
（
信
濃
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会

　
副
会
長
）

　
・
石
田
タ
マ
エ
氏

　
（
信
濃
川
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
副
会
長
）

　
・
佐
川
　
通
氏

　
　
（
南
中
学
校
校
長
）

環
境
を
み
す
え
た

　
　
　
　
　
　
河
川
法
改
正

上
総
“
今
年
河
川
法
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
法
律
は
明
治
2
9
年
に
「
治

水
」
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
の
が
発

端
で
す
。
そ
の
後
、
水
系
を
一
貫
管

理
し
よ
う
と
レ
う
「
禾
水
」
の
目
的
力

加
わ
り
、
さ
ら
に
今
年
の
改
正
で
「
環

境
」
と
い
う
3
本
柱
が
で
き
あ
が
っ

た
わ
け
で
す
。
ま
た
各
河
川
の
必
要

流
量
等
の
基
本
的
な
項
目
で
あ
る
「
河

川
整
備
計
画
」
の
策
定
に
お
い
て
、

市
長
や
地
域
住
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
る
手
続
き
が
加
わ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
地
域
の
意
見
を
反
映
し
て
河
川

整
備
を
進
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
熊
“
今
回
の
法
律
改
正
で
注
目
す

べ
き
点
は
、
管
理
対
象
が
こ
れ
ま
で

の
水
門
や
堤
防
な
ど
の
人
工
物
だ
け

で
な
く
、
樹
木
と
い
う
自
然
物
が
加

わ
っ
た
点
で
す
。

流
量
毎
秒
33
ト
ン
を

今
世
紀
中
に
取
り
戻
そ
う

本
田
“
信
濃
川
に
関
す
る
課
題
が
三

つ
あ
り
ま
す
。
第
1
に
信
濃
川
の
維

持
流
量
毎
秒
7
ト
ン
を
さ
ら
に
増
や

そ
う
と
い
う
こ
と
。
第
2
に
十
日
町

市
は
4
～
1
1
月
ま
で
の
期
間
流
雪
溝

用
水
の
水
権
利
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
「
環
境
水
利
権
」
と
し
て
年
間

を
通
じ
安
定
的
に
取
得
し
た
い
。
第

3
に
市
の
水
道
の
水
源
地
は
信
濃
川

沿
い
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
信
濃
川

の
河
床
が
下
が
り
、
伏
流
水
も
減
り

続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
対
策
と
し
て

深
井
戸
を
掘
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

深
井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
た
水
に
は
鉄

や
マ
ン
ガ
ン
が
多
く
含
ま
れ
、
か
つ

て
1
0
億
円
を
か
け
て
除
去
装
置
を
設

置
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
何
と
か
河
床

が
下
が
ら
な
い
工
法
を
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
3
つ
の
課
題
で
す
。

　
今
後
環
境
を
考
え
た
場
合
、
岩
沢

の
観
測
地
点
で
毎
秒
流
量
3
3
ト
ン
が

望
ま
し
い
と
い
う
こ
と
が
計
画
に
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
々
は
今
世
紀

中
に
こ
の
目
標
を
達
成
す
べ
く
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
環
境
水
利
権
に
つ
い
て
も
、
河
川

法
改
正
で
環
境
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
た
こ
と
を
一
つ
の
手
が
か
り
に
、

権
利
取
得
に
取
り
組
み
た
い
。
さ
ら

に
河
川
敷
の
高
度
利
用
を
行
う
た
め
、

駅
西
か
ら
緑
道
を
経
て
妻
有
大
橋
周

辺
河
川
敷
一
帯
に
い
た
る
整
備
を
、

来
年
度
か
ら
3
年
程
度
で
や
れ
る
よ

う
建
設
省
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
と

緑
の
創
造
を
考
え
よ
う

河
野
辺
”
今
や
私
た
ち
の
信
濃
川
は
、

川
と
い
う
よ
り
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に

囲
ま
れ
た
、
単
な
る
排
水
路
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
川
は
本
来
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
ど
う
付
き
合
っ
て
い

く
べ
き
か
を
見
直
さ
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
う
の
で
す
。

　
市
で
は
、
信
濃
川
の
伏
流
水
を
2

5
0
～
3
0
0
メ
ー
ト
ル
も
の
地
下

か
ら
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
る
た
め
、

コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
水
道

料
金
は
県
内
2
0
市
中
4
番
目
に
高

く
、
1
1
2
市
町
村
で
は
5
8
番
目
で

す
。
水
の
不
足
は
水
道
・
融
雪
・
工

濾鑛雛難融，蟄…欝覆

灘　　　　　　　　　胎　　舳　　　　ロ　　　　き

纏纏欝．，、
　雛

．難鰹叢／
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　き　　　　　　

擬難驚繊縮讐縮、　纏
麟灘鞭．欝き、の籔・畿り）

蝦
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華
妻鰯

騰
．
嚢

ヲき

離
隙
難
、

灘
麟

　
　
　
　
鎌
繋
灘

繍

灘
蕊
、
、
繋

　
　
　
鰯
鑓
、

蕪
鱒

難糧

糠
灘
難
簾
騨
・

業
用
水
な
ど
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面

で
影
響
が
出
て
い
る
の
で
す
。
豪
雪

時
の
対
策
と
し
て
深
井
戸
が
最
も
有

効
で
あ
る
た
め
、
さ
ら
に
水
を
汲
み

上
げ
、
ま
す
ま
す
水
位
が
下
が
る
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

石
田
“
川
も
今
で
は
3
面
コ
ン
ク
リ

ー
ト
張
り
で
囲
ま
れ
、
浄
化
作
用
が

な
い
ま
ま
水
は
大
き
な
川
に
注
が
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
影
響
は
動
植

物
に
も
及
び
ま
す
。
ま
た
大
雨
が
降

っ
て
も
3
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
で

は
地
下
浸
透
を
せ
ず
、
川
が
す
ぐ
に

増
水
し
て
し
ま
い
ま
す
。
当
然
上
流

と
中
下
流
域
で
は
水
や
川
の
環
境
は

違
い
ま
す
。
し
か
し
、
上
流
も
下
流

も
水
を
守
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

灘講

慧
灘

．
・
灘
、

　
　
　
藩

つめたい！きもちいい！
子供たちは大喜び（雪遊びコーナー）

は
平
等
の
責
任
を
負
わ
な
く
て
は
い

け
な
い
と
思
う
の
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
加
え
広
く
国
民
全
体
の
義
務

と
し
て
、
政
策
的
な
手
立
て
で
川
を

守
っ
て
い
く
必
要
を
感
じ
ま
す
。

佐
川
“
南
中
学
校
で
は
、
昨
年
7
5

0
㎡
の
中
庭
に
1
0
0
種
類
8
0
0

本
の
雑
木
を
植
え
、
「
南
の
森
」
と
名

付
け
ま
し
た
。
今
年
の
春
、
順
番
に

木
々
に
花
が
咲
く
の
を
見
て
、
自
然

は
自
分
自
身
で
生
き
る
秩
序
を
持
っ

て
い
る
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
今
の
時
代
、
学
校
教
育
の
前
に
人

類
の
課
題
を
考
え
、
環
境
保
全
と
緑

の
創
造
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う

の
で
す
。
森
を
作
っ
た
こ
と
で
教
科

領
域
を
越
え
て
、
新
し
い
教
育
が
で

き
る
可
能
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

川
の
恵
み
は
誰
の
も
の

大
熊
H
今
ま
で
の
共
通
認
識
と
し
て

感
じ
る
の
は
、
川
の
恵
み
を
発
電
や

水
資
源
と
い
う
形
で
川
沿
以
外
の
人

た
ち
が
大
い
に
利
用
し
、
本
来
恵
み

を
受
け
る
べ
き
川
沿
い
の
人
た
ち
が

な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

遠
く
の
人
た
ち
は
利
益
を
受
け
て
い

て
も
そ
の
認
識
が
薄
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
水

利
権
が
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
か
を

確
認
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

上
総
“
水
利
権
に
は
そ
れ
ぞ
れ
発
電
、

飲
み
水
と
い
っ
た
目
的
が
あ
り
ま
す
。

川
は
建
設
省
や
県
・
市
町
村
が
管
理

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
そ
れ
ぞ
れ

の
管
理
者
に
申
請
を
行
い
、
管
理
者

が
そ
の
影
響
を
判
断
し
て
許
可
を
出

し
ま
す
。
田
畑
は
例
外
と
し
て
、
水

の
使
用
料
は
県
に
支
払
い
ま
す
。
権

利
は
普
通
1
0
年
で
更
新
手
続
き
を
行

い
ま
す
。
今
ま
で
の
慣
例
で
は
発
電

は
3
0
年
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
熊
“
1
級
河
川
は
建
設
省
が
管
理

し
て
い
ま
す
が
、
利
用
料
の
支
払
先

は
県
の
一
般
会
計
で
す
。
新
潟
県
に

は
毎
年
1
0
億
円
近
い
お
金
が
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
河
川
環
境
整

備
に
使
え
な
い
か
と
い
う
議
論
も
あ

っ
た
の
で
す
が
、
立
ち
消
え
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

本
田
”
来
年
の
シ
ン
ポ
に
は
、
利
水

側
で
あ
る
J
R
や
東
京
電
力
か
ら
も

出
席
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
の
信
濃
川
の
周
辺
整
備
は
、

自
然
を
保
護
し
た
中
で
最
小
限
に
手

を
加
え
る
方
法
を
と
り
ま
す
。

同
等
の
視
点
で

人
は
自
然
と
つ
き
あ
お
う

大
熊
“
信
濃
川
は
全
国
の
1
級
河
川

の
中
で
も
自
然
豊
か
な
川
で
す
。
ま

た
自
然
も
大
事
で
す
が
、
電
力
も
大

切
で
す
。
東
京
電
力
や
J
R
と
は
敵

対
す
る
関
係
で
は
な
く
、
い
か
に
折

り
合
い
を
付
け
て
ゆ
く
か
が
必
要
な

の
で
す
。
河
川
法
の
変
遷
は
、
克
服
・

収
奪
・
保
護
と
い
う
移
り
変
わ
り
で

す
。
こ
れ
か
ら
は
人
間
が
自
然
を
上

か
ら
見
下
ろ
す
の
で
は
な
く
、
信
濃

川
と
森
林
と
人
が
同
等
に
気
を
配
る

関
係
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

蟹　・　　　　　　灘麟羅
　・『　溜　　　　　　賭，i『馨鱒　　噸　穿

　　　　　　　　　　鱗　　　　　　　騨　　黙　　　　磯　　　　　輯　攣畷薄　　．

灘欝鞭、籍灘霧
　　　　　　　　　　罎灘

難灘難i灘．i．灘さがせやさがせ（蕾鍵鞭

　　ゑ　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　

鍮嚢藪灘難
灘蟹麟醗灘一

　　　　　一’　　怨灘　　鰻

　
灘

繊
、
．

諜

　　　　驚　　　工さ
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の市

　　藩
　灘
購羅

　●午後3時開演
　●十日町市民体育館

　
「
ア
ー
ト
＆
S
o
U
n
d
ま
ち
づ

く
り
事
業
」
の
S
o
u
n
d
部
門
事

業
の
ま
と
め
と
し
て
、
今
春
、
公
募

に
よ
り
結
成
さ
れ
た
第
九
合
唱
団
「
フ

ロ
イ
デ
」
の
練
習
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
演
奏
会
は
十
日
町
市
民
音
楽
協

会
が
主
管
し
て
行
う
も
の
で
、
普
段

は
聞
き
手
側
に
い
る
市
民
か
ら
演
奏

者
に
な
っ
て
も
ら
い
、
実
際
に
歌
う

こ
と
で
市
民
の
音
楽
活
動
の
す
そ
の

を
広
げ
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り

ま
す
。
合
唱
団
は
プ
ロ
を
い
っ
さ
い

入
れ
ず
、
市
民
手
づ
く
り
の
方
式
を

と
っ
て
お
り
、
当
重
茜
さ
ん
の
指
導

の
も
と
1
5
0
人
に
の
ぼ
る
団
員
は

「
必
ず
感
動
を
与
え
ま
す
。
ぜ
ひ
聴

き
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

■
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
新
潟
交
響
楽
団

■
指
揮
　
伊
藤
浩
史

■
入
場
料
　
5
百
円

■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
　
各
公
民
館
、
イ

　
ト
ー
楽
器
、
オ
ギ
ノ
楽
器
、
大
万

　
書
店
、
ブ
ッ
ク
ス
平
沢
、
J
A
本

　
所
・
各
支
所

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
公

　
民
館
内
智
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。

【
ソ
リ
ス
ト
紹
介
】

〈
ブ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

中澤　桂
（ソプラノ）

　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　灘　　　　　翻　　　難鐵鑛

渡
辺
信
行
謙
ん
論
歳

渡
辺
陽
輔
愚
ん
霧
歳

　
　
　
　
（
下
条
恭
町
）

　父も僕も受け持ちは締ナー謝

です。僕が参加し瀧きっかけは父

からの誘鱒ぞす。父は、市民吹奏

楽団に隔るので、きっと僕と鱒緒

庭一度音楽をやOだかったんδや

蓬熱》懸しょうか。最初は歌詞がド

イツ語癒の癒不安があ姿象したが、

やればやるほε楽じく癒ってき蒙

ず。みん陰踊生懸命がんばって碕

て、鱒麟合唱懸すの驚．皆さん懸

ひ聴き健来誕くださ嶺。

　
中
国
八
ル
ピ
ン
生
ま
れ
。
東
京
芸

術
大
学
中
退
。
天
性
の
美
声
と
豊
か

な
音
楽
性
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
甘
美
で

デ
リ
ケ
ー
ト
な
響
き
を
持
っ
た
日
本

語
の
歌
唱
力
で
「
夕
鶴
」
「
春
琴
抄
」

な
ど
、
多
く
の
日
本
オ
ペ
ラ
に
も
出

演
。
1
9
7
7
年
に
第
5
回
ウ
ィ
ン

ナ
ー
ワ
ー
ル
ド
オ
ペ
ラ
大
賞
受
賞
。

現
在
東
京
音
楽
大
学
教
授
、
ビ
ク
タ

ー
専
属
。

当重　茜
　（アルト）

〈
ブ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
昭
和
音
楽
芸
術
学
院
卒
業
、
同
研

究
科
オ
ペ
ラ
コ
ー
ス
修
了
。
1
9
9

0
年
か
ら
1
9
9
2
年
ま
で
イ
タ
リ

ア
に
留
学
。
帰
国
後
は
各
地
で
様
々

な
コ
ン
サ
ー
ト
活
動
を
展
開
。
端
正

な
中
に
も
魂
の
こ
も
っ
た
歌
い
ぶ
り

は
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

藤
原
歌
劇
団
所
属
、
日
伊
協
会
会
員
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吾
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯

〈
ブ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
長
岡
市
出
身
。
武
蔵
野
音
楽
大
学

卒
業
、
同
大
学
院
修
了
。
ク
ー
ン
氏
の

招
き
で
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
ブ
ラ
ウ
ン

シ
ュ
バ
イ
ク
歌
劇
場
と
契
約
を
結
び

ロ
ッ
シ
ー
二
作
曲
の
「
オ
テ
ロ
」
な
ど

に
出
演
。
現
在
藤
原
歌
劇
団
準
会
員
。

箕輪　健
（バリトン）

〈
ブ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

　
東
京
音
楽
大
学
声
楽
科
卒
業
、
同

研
究
科
オ
ペ
ラ
コ
ー
ス
修
了
。
二
期

会
準
会
員
。
首
都
圏
や
出
身
地
の
新

潟
を
活
動
拠
点
と
し
、
ソ
リ
ス
ト
と

し
て
各
種
演
奏
活
動
を
展
開
。

関臼淘蕃毒ん
　㈱歳・叢醐

　
現
在
。
成
太
講
座
驚
灘
ー
灘
澱
を

や
つ
て
恥
象
す
。
繭
灘
灘
謙
灘
隊
織
の

参
加
の
き
っ
が
け
は
．
爽
勢
灘
歌
う

の
が
好
き
だ
が
ら
。
そ
細
磁
、
伸
閥

が
増
え
だ
璽
、
火
と
の
つ
懸
溺
拶
瀞

で
き
だ
ゆ
す
る
ξ
と
も
有
慧
義
懸
灘

よ
ね
。
私
の
担
当
は
『
ア
辮
欝
犠
．
心

を
一
つ
庭
し
羅
歌
う
女
牲
の
美
移
樋

声
と
、
男
性
の
力
強
輪
粛
認
き
の
葱

感
動
を
与
え
ま
演
。
当
田
は
皆
毒
ん

ぜ
ひ
聴
き
縫
来
癒
く
だ
き
樋
。片桐由美悪さん

《28歳・新座紛

　
合
唱
は
小
学
校
で
歌
っ
だ
く
ら
鵬
。

　
　
　
　
　
ぢ

も
と
も
と
歌
う
の
溺
娠
き
で
、
何
か

に
参
加
し
た
恥
と
思
っ
て
鱒
た
ん
で

す
。
そ
ん
な
と
き
潤
フ
ロ
イ
ヂ
」
の

募
集
が
あ
っ
た
ん
で
す
よ
、
私
の
担

当
は
笥
ア
ル
繋
」
。
み
ん
鞍
懸
歌
う
の

は
最
高
に
楽
し
鱒
で
す
ね
。
大
勢
の

人
た
ち
か
ら
会
場
に
足
を
運
ん
驚
恥

た
だ
き
、
私
た
ち
の
歌
を
体
で
感
惨

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
ま
た
こ

ん
な
機
会
が
あ
っ
た
ら
懸
ひ
あ
嶽
た

も
舞
台
に
上
が
っ
て
く
だ
さ
鱒
。
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籔、

瀾
は
下
水
道
月
間
羅
蒙

　
　
　
難
爺
駅
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
く
だ
さ
壌

　
9
月
1
0
日
㈱
は
「
全
国
下
水
道
促

進
デ
ー
」
で
す
－
市
で
も
普
及
・
促

進
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

住
み
良
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
　
9
月
1
0
日
㈱
午
後
3
時
3
0

　
分
～
6
時

■
場
所
　
新
座
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

　
ン
タ
ー

■
内
容
　
ビ
デ
オ
上
映
、
相
談
コ
ー

　
ナ
ー
、
水
洗
ト
イ
レ
展
示
、
衛
生

　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
抽
選
会
ほ
か

（平成9年7月31日現在）
〈水洗化普及率〉

艦
繰

排
水
設
備
指
定
工
事
店

新
規
・
更
新
登
録
受
付

■
受
付
期
間
　
9
月
1
6
日
㈹
～
3
0
日

　
㈹
ま
で
に
下
水
道
課
へ
。

■
指
定
期
間
　
平
成
9
年
1
1
月
1
日

～
1
2
年
1
0
月
31
日

■
対
象
　
平
成
6
年
に
登
録
・
更
新

　
し
た
工
事
店
ま
た
は
、
新
規
に
希

望
す
る
工
事
店

■
提
出
書
類
　
①
指
定
登
録
更
新
申

請
書
②
市
税
納
税
証
明
書
③
過
去

　
3
年
間
の
工
事
経
歴
書
④
従
業
員

名
簿
⑤
誓
約
書
※
新
規
登
録
業
者

対象棟数㈲ 接続棟数㈲ 普及率（輸

中央第一処理分区 2，572 2，480 96．4

中央第二処理分区 1，675 1，527 91．2

川治処理分区 1，174 805 68．6

新座大井田処理分区 267 48 18．0

公共下水道合計 5，688 4，860 85．4

吉田農業集落排水 388 343 88．4

特定環境下水道 397 168 42．3

全　　　体　　　計 6，473 5，371 83．0

■日時・会場・費用

日　　　　　　時 開　　催　　地 費用

受　験

講習会

11月7日㈹
受付時間

　12二30～

講習時間
　13二〇〇～

　　16二30

上越地区

　上越商工会館

5，000円

11月6日休）
中越地区

　パ　イ　ブ　長　岡

11月5日㈱
下越地区
　ブライダルステージデュオ

10月31日㈹
佐渡地区

　佐渡文化会館

認　定

試　験
11月16日（日）

受付時間
　9二〇〇～

試験時間
　10＝00～

　　ll＝30

中越地区

　長岡市中越高等学校
3，000円

　
は
ほ
か
に
、
新
規
登
録
申
請
書
に

　
記
載
さ
れ
た
書
類
が
必
要
。

目
手
数
料
　
3
千
円
（
申
請
時
納
入
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格

　
試
験
・
受
験
講
習
会

■
資
格
　
満
2
0
歳
以
上
の
人
で
、
次

　
の
一
つ
に
該
当
す
る
人
。
①
土
木

　
及
び
建
築
関
係
等
の
専
門
課
程
を

　
卒
業
し
た
人
②
高
校
卒
業
以
上
で

実
務
経
験
1
年
以
上
の
人
③
実
務

　
経
験
2
年
以
上
の
人

■
受
付
期
問
　
9
月
8
日
㈲
～
1
9
日

　
働
ま
で
に
下
水
道
課
へ
。

■
日
時
・
会
場
・
費
用
　
左
表
参
照

※
問
合
せ
　
下
水
道
課
（
下
水
処
理

　
セ
ン
タ
ー
内
盈
52
－
7
4
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
催
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
習
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
験
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
な
か
ま
の
家
」
、

精
神
薄
弱
者
通
所
授
産
施
設
入
所
・
通
所
受
付

　
現
在
、
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
な

か
ま
の
家
」
（
川
西
町
）
の
増
築
工
事

と
、
精
神
薄
弱
者
通
所
授
産
施
設
（
十

日
町
市
）
の
新
築
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
両
施
設
は
社
会
福
祉
法

人
「
あ
か
ね
会
」
が
運
営
主
体
に
な

り
、
平
成
1
0
年
度
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
す
。
入
所
・
通
所
を
希
望

す
る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
な
か
ま

の
家
」
・
川
西
町
元
町
〉

▼
入
所
定
員
　
1
5
人
（
男
8
、
女
7
）

▼
入
所
予
定
日

　
　
　
平
成
1
0
年
7
月
1
日
以
降

〈
精
神
薄
弱
者
通
所
授
産
施
設
・
市

内
塚
原
町
〉

▼
通
所
定
員
　
4
0
人

▼
通
所
予
定
日

　
　
　
　
平
成
1
0
年
4
月
1
日

■
対
象
者
　
1
5
歳
以
上
の
精
神
薄
弱

　
者
で
、
日
常
生
活
上
保
護
と
指
導

　
が
必
要
な
人
（
既
に
他
の
施
設
に

　
入
所
し
て
い
る
人
も
含
み
ま
す
）
。

■
費
用
　
本
人
の
収
入
、
家
族
の
課

　
税
状
況
等
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
9
月
3
0
日
㈹
ま
で
に

健
康
福
祉
課
障
害
援
護
係
（
盈
5
7

　
1
3
1
1
1
）
へ
。

「
情
報
館
」

　
十
日
町
情
報
館
（
仮
称
）
は
、
平

成
5
年
に
計
画
策
定
委
員
会
か
ら
基

本
計
画
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い
て
以

来
、
建
設
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
春
に
基
礎
掘
削
工
事
が
終
わ
り
、

9
月
か
ら
い
よ
い
よ
本
格
着
工
し
ま

す
。

　
建
設
場
所
は
西
本
町
2
丁
目
地
内

の
総
合
体
育
館
北
側
で
、
工
期
は
外

構
工
事
も
含
め
、
n
年
度
ま
で
の
予

定
で
す
。

　
工
事
が
始
ま
る
と
、
騒
音
や
振
動
、

工
事
用
車
両
の
出
入
り
な
ど
で
、
お

近
く
の
方
々
、
周
辺
の
農
地
・
道
路

を
ご
利
用
に
な
る
方
々
に
は
大
変
ご

迷
惑
、
ご
不
自
由
を
お
か
け
す
る
こ

建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
す

と
に
な
り
ま
す
。
安
全
面
に
は
万
全

を
期
し
ま
す
の
で
、
な
に
と
ぞ
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
お
近
く
の
方
々
に
は
、
工

事
の
計
画
が
具
体
化
し
た
ら
、
ご
説

明
し
ま
す
。

　
菊
情
報
館
匿
は
、
図
書
館
鷹
情
報

発
信
や
交
流
の
機
能
を
加
鑑
た
『
新

じ
い
形
の
図
書
館
臨
驚
講
。
図
書
、

新
聞
・
雑
誌
、
地
域
資
料
、
④
の
や

匿
謎
謬
等
の
謎
墨
周
映
像
資
料
懇
収
集

提
供
輩
る
ほ
か
、
癒
載
的
鞍
地
域
盤

活
構
報
を
受
雛
僑
塗
る
懸
ン
タ
！
の

役
割
を
果
た
じ
塞
戴
鞠
難
難
痩
の
開

館
を
目
指
じ
、
巫
事
と
鶏
癒
膨
羅
資

料
の
収
集
耀
整
理
懸
進
め
麺
騨
諜
叢
。
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TOKAMACHl
まちの声　みんなの声

鑛
購

灘　
十
日
町
小
学
校
で
は
社
会
科
の
授

業
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、

他
県
の
子
供
た
ち
と
情
報
交
換
を
し

合
っ
て
い
ま
す
。
社
会
科
4
年
の
単

元
に
「
雪
国
の
く
ら
し
」
が
あ
る
た

め
、
冬
間
近
に
な
る
と
雪
の
降
ら
な

い
地
方
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
紹
介
が
あ
り
、
子
供
た
ち
は
先

生
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ペ
ト
ジ

を
作
り
「
雪
国
十
日
町
の
た
よ
り
」

を
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
1
月

　　　　　　　　●

　今月のテーマは、「インターネットに

夢中です」です。

　　　　「信濃川の思い出」

　8月9日・10日の「SNOW＆WA
TE　Rフェスティバル」で信濃川シン

ポジウムが開かれました。母なる大河

信濃川への皆さんの思い出をお寄せく

ださい。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、住

　所、電話番号だけは明記してください。

◆送付先　9月10日㈱までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　智57－3111内線213）

雪
国
“
十
日
町
”
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

半
ば
か
ら
の
接
続
件
数
も
約
千
件
に

な
り
ま
し
た
。

　
雪
い
っ
ぱ
い
の
2
月
、
鹿
児
島
の

小
学
校
と
同
時
画
像
を
利
用
し
た
交

信
を
行
い
ま
し
た
が
、
桜
の
花
が
咲

き
、
半
袖
で
遊
ぶ
子
供
た
ち
の
姿
に

み
ん
な
び
っ
く
り
し
た
そ
う
で
す
。

4
年
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
交
信
を

し
た
現
5
年
生
の
感
想
で
す
。

【
由
紀
さ
ん
】
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
伝
え
る
に
は
、
勉
強
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
大
変
だ

っ
た
け
ど
、
伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
か
ら
う
れ
し
か
っ
た
。

【
美
菜
子
さ
ん
】
初
め
は
難
し

か
っ
た
け
ど
、
先
生
に
聞
い
て

い
る
う
ち
に
使
え
る
よ
う
に
な

り
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

【
美
香
さ
ん
】
パ
ソ
コ
ン
だ
と
、

い
ろ
ん
な
県
の
様
子
が
見
ら
れ

る
の
で
び
っ
く
り
。
そ
れ
に
、

調
べ
た
こ
と
が
キ
ー
ボ
ー
ド
で

ごゆっくりせ

　
の

　
にも

ナ

隊
帰

査
外

き
事
剛

す
」

、
羅
．
一

レ
し

だ
認

日
ひ

＋
継

　賊
　
ω
｝

蜘

　
へ
’
　
・

　
舅

　
楓

書
け
る
か
ら
楽
し
い
。

【
真
奈
美
さ
ん
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
る
の
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
見
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ

た
。【

諒
子
さ
ん
】
初
め
は
興
味
が
な
か

っ
た
け
ど
、
や
っ
て
い
る
う
ち
に
い

ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
で
楽
し
か

っ
た
。
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こ
の
写
真
は
1
7
歳
少
し
前
、
十
日
町
の
佐
野

写
真
館
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
戦
争
に
は
無

関
心
で
、
昭
和
1
8
年
に
旧
制
中
学
卒
と
教
員
の

検
定
を
受
け
に
、
長
岡
の
女
子
師
範
に
4
回
行

き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
願
書
に
は
る
た
め
に
撮

影
し
た
も
の
で
す
。
着
て
い
る
の
は
青
年
学
校

の
も
の
で
、
軍
服
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
戦
争
に
関
連
し
て
一
番
記
憶
に
残
っ
て
い
る

の
は
十
日
町
駅
で
す
。
1
年
間
代
用
教
員
を
し

ま
し
た
が
、
検
定
も
停
止
さ
れ
た
の
で
1
9
年
の

4
月
、
軍
隊
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
も
こ

の
写
真
を
使
っ
た
と
思
い
ま
す
。
入
隊
の
と
き

父
親
が
つ
い
て
来
て
、
発
車
ま
で
駅
前
の
「
昭

和
停
旅
館
」
で
休
ん
で
い
ま
し
た
。

　
隊
で
の
中
魚
沼
出
身
は
昭
和
町
の
高
橋
文
雄

君
（
十
日
町
中
学
出
身
）
と
私
だ
け
、
陸
軍
の

船
舶
部
隊
だ
っ
た
の
で
、
二
人
と
も
水
上
特
攻

隊
員
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
の
末
に
休
暇

で
一
緒
に
帰
り
、
翌
日
す
ぐ
十
日
町
駅
か
ら
最

終
列
車
で
広
島
に
向
か
い
ま
し
た
。
川
西
の
山

並
み
を
車
窓
か
ら
な
が
め
、
「
こ
の
風
景
も
見
納

め
だ
な
」
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

　
派
遣
先
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
最
初
に
上
陸
し

た
沖
縄
の
小
さ
な
島
。
終
戦
後
本
島
の
収
容
所

に
入
り
翌
年
1
月
に
帰
郷
し
ま
し
た
が
、
高
橋

君
の
こ
と
を
思
う
と
な
ん
と
も
つ
ら
か
っ
た
。

十
日
町
は
豪
雪
の
中
、
駅
か
ら
改
札
口
を
出
て
、

雪
に
お
お
わ
れ
た
川
西
の
山
を
し
み
じ
み
と
な

が
め
ま
し
た
。
「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
」
、
し
か

し
生
還
で
き
た
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
、
高
橋
君
の
家
で
再
会
で
き
た

の
は
、
そ
の
2
年
後
の
正
月
で
し
た
。
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難
　
パ
ソ
コ
ン
を
使
い
始
め
た
の
は
1
5

年
ほ
ど
前
か
ら
で
す
。
仕
事
上
必
要

だ
っ
た
か
ら
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
最
近
な
ん
で
す
よ
。
昨
年
5
月

に
十
日
町
ソ
フ
ト
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
始
め
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。

　
8
月
末
に
、
友
人
に
手
伝
っ
て
も

ら
い
な
が
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
ま
し
た
。
ほ
ど
な
く
海
外
か
ら
3

件
、
あ
と
は
知
り
合
い
等
を
含
め
て

た
だ
今
、

40

件
近
い
ア
ク
セ
ス
（
接
続
）
が
あ

り
ま
し
た
。
現
在
の
利
用
は
、
会
社

の
出
先
や
取
引
先
、
仲
問
と
の
電
子

メ
ー
ル
が
中
心
で
す
ね
。
自
分
で
作

っ
た
デ
ー
タ
を
送
っ
た
り
、
交
換
が

で
き
る
こ
と
、
送
り
先
の
相
手
に
い

つ
で
も
見
て
も
ら
え
る
こ
と
、
こ
れ

が
何
と
言
っ
て
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
利
点
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　
市
内
に
は
、
織
物
組
合
の
電

算
室
か
ら
育
っ
た
優
秀
な
人
材

が
各
社
に
分
散
し
た
り
、
業
績
ク
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憲

好
調
な
ソ
フ
ト
会
社
も
あ
る
わ
・
薫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヨ
　

け
で
す
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
．
ジ

ト
の
世
界
は
市
民
に
広
が
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
小
・

中
学
校
で
も
使
わ
れ
だ
し
て
い

ま
す
が
、
子
供
た
ち
が
何
の
抵

抗
も
な
く
自
由
自
在
に
活
用
で

き
る
こ
と
は
、
子
供
た
ち
の
将

電
子
メ
ー
ル
を
中
心
に
利
用

来
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
お
っ
く
う
が
ら
ず
に
先

ず
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
て
み
る
。
大
勢

の
人
た
ち
が
そ
ん
な
機
会
を
持
て
る

講
習
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
市
や
ソ
フ
ト

会
社
で
企
画
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

全国のランナーが知く）ている』瀧月薪雪蔓ラ』ゾシ三天套を蚤催ずる，ク
す！

　
酔
、
α
に
ク
珪
喪
封
／

　
緯
教
地
ソ
月
で
’
　
M
…

　
あ
ね
一
四
．
9
ノ
ー
一
．
に

　
　
　
　
ロ
　
　

　
と
中
、
ん
か
親
y

　
　
　
　
コ
ろ

　
陛
縮
鰯
誘
．
釧

　
離
欝
艦
攣
『
狗

　
麟
勲
励
ー
懲
，
困

蕉
欝
叙
難
麓
s
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砧
距
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灘
囎
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／

｝
ラ
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初
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ψ

ツぽ
　
　
　
　
　
　
　
に

職
敷
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驚
は
　
0

　
　
　
あ
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た
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ぬ

■
賀
　
　
　
　
　
　
a

　
3
長
垂
、
は
抄
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．
餅

　
　
　
　
　
．
r
U
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差
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暑
・
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・
諾
葺
裡
1
阯

　
　
　
　
　
V

　
ラ
す
を
ゑ
り
　
ガ
な
し
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ガ
耐

　
　
　
　
　
甑
晒

噸
糠
灘
獅
詰

　
ー
毅
臥
い
縷
阯
㎝
．

　
　
　
　
U
　
n

青
春
頭
ジ
企
ヴ
ー
4
・

鰯餌ノ

董
　
　
言
ξ

趣響罫上芽頚貌穀雛あ勢

ブチームに入って練習をしています。周りの

皆さんは上手な人ばかりで、私はまだまだ初

心者。ダブルスの試合では前衛をやっていま

すが、ボレーを決めた瞬問がそう快なんです

よ。テニスは年配者になってもできるスポー

ツなので、これからずっと続けたいですね。

△の職場に勤務して2か月が過ぎました。
7夏の炎天下を乗り切り、ようやく外の仕

事にも慣れてきました。職場の皆さんからは

家族のような温かい雰囲気で接してもらい大

変感謝しています。また、ある年配のお客さ

んから「元気なあいさつが気持ちいいね」と

いわれた一言がとてもうれしかったです。

将悉鰭讐謁摯潔警婆1鎚
さんになること。その前に何日か秘湯に行っ

てゆっくり過ごす夢もかなえたいですね。

※きちんとしたあいさつと明るい笑顔が印象的な雲谷

　さんの紹介で次回は渡辺勝彦さんにバトンタッチ。

　　　　〆　　　　ぴ　　　　　ぴデ　　 のハヲち

ト　〆避〆
、》9翰

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

奮
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

猛
暑
の
東
京
で

　
　
雪
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　
梅
雨
時
か
ら
猛
暑
の
続
い
て
い

た
東
京
で
、
一
時
的
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
お
盆
に
な
っ
て
し
の
ぎ
や

す
い
気
候
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

銀
座
を
歩
い
て
い
て
も
、
ビ
ル
の

影
が
長
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が

分
か
り
ま
す
。

　
6
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
渋
谷
区

表
参
道
に
あ
る
新
潟
情
報
館
ネ
ス

パ
ス
で
、
8
月
1
日
か
ら
1
0
日
ま

で
、
親
雪
を
テ
ー
マ
に
「
こ
ど
も

の
た
め
の
雪
講
座
」
が
開
講
さ
れ

ま
し
た
。
十
日
町
市
か
ら
も
雪
を

運
び
込
み
、
雪
の
遊
び
場
や
、
ス

ベ
リ
台
を
作
り
猛
暑
の
東
京
の
子

供
た
ち
に
提
供
し
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
が
夢
中
に
な
っ
て
戯

れ
る
の
を
見
て
、
”
雪
っ
て
貴
重
な

財
産
だ
な
あ
”
と
つ
く
づ
く
感
じ

ま
し
た
。
と
も
す
る
と
、
雪
の
中

の
日
常
生
活
に
追
わ
れ
、
雪
を
い

ま
わ
し
い
も
の
と
と
ら
え
が
ち
に

な
る
こ
と
を
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
利
雪
、
親
雪
の
代
表
格
の
一
つ

は
な
ん
と
い
っ
て
も
「
雪
ま
つ
り
」

だ
と
思
い
ま
す
。
先
月
、
西
新
橋

で
「
雪
の
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
る
会
」

に
参
加
し
ま
し
た
。
新
聞
記
者
、

雑
誌
記
者
、
市
町
村
職
員
、
プ
ラ

ン
ナ
ー
な
ど
1
0
数
人
の
会
で
す
。

そ
の
席
上
、
集
客
能
力
の
あ
る
現

在
の
「
雪
ま
つ
り
」
を
核
に
し
て

長
期
間
の
イ
ベ
ン
ト
に
再
企
画
で

き
な
い
か
、
1
市
町
村
の
行
事
で

な
く
妻
有
郷
な
ど
広
域
的
な
催
し

と
し
て
P
R
で
き
な
い
か
、
な
ど

の
考
え
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
同
じ
先
月
末
、
全
国
雪

対
策
連
絡
協
議
会
設
立
総
会
が
霞

が
関
の
東
京
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
取
材
に
き
て
い
た
新
聞
記
者

か
ら
「
ま
だ
雪
国
で
対
策
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
の

か
？
」
と
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

　
豪
雪
地
帯
に
と
っ
て
最
大
の
課

題
の
一
つ
は
雪
処
理
対
策
で
す
。

雪
の
な
い
地
域
と
、
そ
ん
色
の
な

い
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
続
く
課
題
で
あ
る
は
ず
で
す
。

新
聞
記
者
か
ら
あ
の
よ
う
な
質
問

を
受
け
て
、
利
雪
、
親
雪
を
進
め

る
一
方
で
「
克
雪
」
を
根
気
よ
く

訴
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　9月12日働

②交通事故相談　　　　9月8日（月）

③巡回内職相談　　　　9月19日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時
　会場：高年齢者職業相談室

政
故
職
時
市
者
曜
時
高
談
日
日
時
市
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

例
通
回
前
場
年
週
前
場
律
月
月
後
場
話

定
交
巡
午
会
高
毎
午
会
法
9
9
午
会
電

①
②
③
　
　
　
④
　
　
　
　
⑤

か
け
ま
せ
ん
か

議
鵬
麗

N
T
T
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

霧
目
時
“
1
0
月
2
8
日
㈹
午
後
6
時
3
0
分
～

（
6
時
開
場
）
膨
場
所
H
六
日
町
文
化
会

館
籔
出
演
H
尾
崎
紀
世
彦
霧
入
場
料
H
S

席
H
5
千
5
百
円
、
A
席
”
5
千
円
（
全

席
指
定
、
消
費
税
込
）
雛
問
合
せ
目
N
T

T
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局
（
盈
0

2
5
7
－
7
3
1
2
4
9
1
）
へ
。

か
た
ら
い
コ
ン
サ
ー
ト

霧
日
時
H
9
月
9
日
㈹
午
後
7
時
3
0
分
～

（
7
時
開
場
）
霧
場
所
H
日
本
キ
リ
ス
ト

教
団
十
日
町
教
会
雛
入
場
料
H
3
千
円
霧

出
演
1
1
当
重
茜
、
田
口
好
世
霧
内
容
目
日

本
の
叙
情
歌
、
イ
タ
リ
ア
の
歌
ほ
か
霧
問

合
せ
H
当
重
茜
（
盈
59
－
2
2
3
0
）
ま

た
は
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
十
日
町
教
会

（
費
52

－
2
0
6
8
）
へ
。

11日㈲　倉重安雄弁護士

25日㈱　桜井陽一弁護士

1時30分～4時
：市役所市民相談室

で市民生活課へ要予約。

赤
倉
神
楽
の
舞

纏
日
時
H
9
月
6
日
㈲
午
後
8
時
～
深
夜

雛
場
所
H
赤
倉
「
十
二
社
境
内
」
霧
入
場

料
H
無
料
雛
問
合
せ
目
赤
倉
小
学
校
（
智

57
－
5
7
0
5
）
へ
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
、
旧
＋
日
町
地
域

雛
日
時
H
8
月
3
0
日
ω
午
後
1
時
～
9

時
、
31
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
霧
場

所
H
ク
ロ
ス
ー
0
纏
内
容
H
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、

セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
ほ
か

霧
入
場
料
“
無
料
霧
間
合
せ
H
に
い
が
た

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
血
十

日
町
地
域
実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所

企
画
人
事
課
企
画
室
内
）
へ
。

枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　
3
周
年
イ
ベ
ン
ト

纏
日
時
H
9
月
1
3
日
㈹
・
1
4
日
㈲
纏
場
所

U
枯
木
又
分
校
雛
内
容
H
ど
じ
ょ
う
の
つ

か
み
ど
り
、
写
真
展
、
俳
句
会
、
星
空
観

察
会
、
交
流
夕
食
会
（
有
料
）
、
龍
王
様
の

お
祭
り
（
音
楽
会
、
演
劇
会
）
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
ほ
か
繊
問
合
せ
H
枯
木
又
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
会
（
智
5
9
－
2
3
1
7
）

へ
。
※
準
備
の
都
合
上
、
で
き
る
だ
け
事

前
申
込
み
を
。

は
ら
　
ほ
う
す
い

原
峯
水
染
色
展

霧
日
時
H
9
月
5
日
働
～
8
日
㈲
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時
霧
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
雛
入

場
料
H
無
料
霧
問
合
せ
H
ク
ロ
ス
ー
0
（
智

57
1
2
3
2
3
）
へ
。
※
9
月
5
日
働
に

は
原
峯
水
氏
と
川
本
敦
久
氏
に
よ
る
対
談

型
式
の
指
導
会
あ
り
。

ど
ん
ぐ
り
「
影
絵
の
夕
べ
」

霧
日
時
H
9
月
1
3
日
出
午
後
7
時
～
8
時

霧
場
所
H
公
民
館
本
館
膨
入
場
料
H
無
料

霧
内
容
H
影
絵
「
王
さ
ま
と
9
人
の
き
ょ

う
だ
い
」
、
お
は
な
し
、
ゲ
ー
ム
ほ
か
影
問

合
せ
H
公
民
館
本
館
図
書
室
（
費
5
7
1
5

0
1
1
）
へ
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

　　　　　　　　　議

　　　　　　　　　縷

　　　　　　　　霧　　　　　　懸　　　鱒

畷

ほ東 コ
く京 1ほ新 コ
く潟
線県 1
沿人
線会
をで
D

　
ほ
く
ほ
く
線
の
利
用
促
進
と
沿
線
の
地
域
振
興
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

「
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
地
域
振
興
連
絡
協
議
会
（
会
長
・
本
田
十
日
町
市
長
）
」

で
は
、
7
月
2
0
日
㈲
の
正
午
か
ら
東
京
都
文
京
区
の
椿
山
荘
（
ち
ん
ざ
ん

そ
う
）
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
、
東
京
新
潟
県
人
会
の
第
32
回
納
涼
会
に

お
い
て
、
P
R
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
約
6
0
0
人
の
県
出
身
者
が
参
加
し
た
こ
の
会
に
、
十
日
町
市
か
ら
北

越
急
行
㈱
の
大
淵
十
日
町
駅
長
、
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
山
川
美
香
さ

ん
、
協
議
会
事
務
局
員
の
三
人
で
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
ま
ず
、
大
淵
駅
長
が
3
月
2
2
日
に
開
業
し
た
ほ
く
ほ
く
線
の
概

要
を
説
明
。
続
い
て
ミ
ス
雪
ま
つ
り
の
山
川
さ
ん
が
、
山
か
ら
海
へ
と
四

季
折
々
の
美
し
い
自
然
に
抱
か
れ
た
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
の
魅
力
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
ほ
く
ほ
く
線
開
業
の
お
か
げ
で
東
京
か
ら
日
帰
り
で
の
観

光
も
可
能
に
な
っ
た
十
日

町
雪
ま
つ
り
な
ど
、
十
日

町
市
の
P
R
を
行
い
ま
し

た
。　

会
場
で
は
新
潟
の
物
産

展
な
ど
も
行
わ
れ
、
在
京

の
方
々
に
と
っ
て
は
県
人

会
で
し
か
味
わ
え
な
い
ム

ー
ド
で
一
色
。
十
日
町
市

や
妻
有
郷
の
出
身
者
も
大

勢
出
席
し
、
懐
か
し
い
故

郷
の
話
題
に
話
が
弾
ん
で

い
ま
し
た
。
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ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

雛
日
時
H
9
月
4
日
㈲
、
1
8
日
㈱
午
前
9

時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分
雛
場
所
H
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
霧
入
場
料
H
無
料
霧
問
合
せ
H

健
康
福
祉
課
児
童
家
庭
係
へ
。

◆
酒
害
の
相
談
　
笏
日
時
H
9
月
1
9
日
働

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十
日
町

保
健
所
笏
問
合
せ
N
十
日
町
保
健
所
（
智

57
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
健
康
福
祉
課
保

健
予
防
係
へ
。

◆
保
健
所
健
康
診
断
　
笏
日
時
H
9
月
1
1

日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
H
十

日
町
保
健
所
笏
担
当
医
口
石
川
医
師
（
津

南
病
院
）
笏
申
込
み
H
十
日
町
保
健
所
へ
。

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い
る

と
、
病
気
や
事
故
に
あ
っ
て
も
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
将
来

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。
た
と
え
受
け
ら
れ
て
も
、
未

納
期
間
が
あ
る
と
年
金
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
き
ち
ん
と
納

め
ま
し
ょ
う
。
納
め
忘
れ
や
手
間
を
省
く

た
め
に
銀
行
や
農
協
等
、
金
融
機
関
の
口

座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
経
済

的
な
理
由
や
病
気
、
災
害
等
で
現
在
は
納

付
が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の

は
絶
対
不
利
で
す
。
笏
問
合
せ
H
市
民
生

活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
現
況
届
は
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に

　
現
況
届
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が

引
き
続
い
て
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
年
に
1

度
提
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
年
金

を
引
き
続
き
1
年
以
上
受
け
て
い
る
人
に

は
、
誕
生
月
の
初
め
こ
ろ
に
社
会
保
険
庁

か
ら
現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
ら

れ
ま
す
。
こ
の
現
況
届
の
用
紙
に
年
金
を

受
け
て
い
る
人
及
び
加
算
額
対
象
の
人
の

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、
押
印
し
た
う
え

市
民
生
活
課
で
証
明
を
受
け
、
切
手
を
は

っ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
が
提

出
さ
れ
な
い
と
年
金
の
支
払
い
が
停
止
さ

れ
た
り
、
遅
れ
た
り
し
ま
す
の
で
、
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
笏
問
合
せ
目
市
民

生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
無
料
法
律
相
談
所
開
設
　
勿
日
時
H
9

月
2
5
日
㈲
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
笏

場
所
“
市
役
所
（
市
民
相
談
室
）
笏
申
込

み
H
時
問
の
関
係
上
、
事
前
に
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
市
役
所
内
）
に
電
話
で
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
者
安
全
衛
生
教
育

笏
日
時
・
場
所
・
定
員

地
区

開催
臼騰

套　　　場 建
翼

黍
越

9／4㈱
9：00～

　17：00

日本生命新潟ビル

（新潟市

　東大通2－4－10）

50

鱒
越

9／11㈲

9二〇〇～

　17二〇〇

ポリテク

　センター新潟
（長岡市住吉3－1－1）

50

嚢
越

9／18㈲

9：00～

　17二〇〇

上越職業
　訓練センター
（上越市高士3＋12）

50

笏
受
講
料
H
4
千
円
笏
申
込
み
”
申
込
書

に
受
講
料
を
添
え
、
㈹
日
本
ボ
イ
ラ
ー
協

会
新
潟
支
部
（
〒
蜘
新
潟
市
東
万
代
町
1

1
3
0
智
晒
－
踊
ー
7
5
3
5
）
へ
。

◆
電
話
帳
を
回
収
し
ま
す
　
N
T
T
で
は

9
月
1
2
日
こ
ろ
か
ら
新
し
い
電
話
帳
「
中

越
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
・
魚
沼
ハ
ロ
ー
ぺ
ー
ジ
」

を
お
届
け
し
ま
す
。
そ
の
際
、
今
ま
で
使

っ
て
い
た
電
話
帳
を
紙
資
源
と
し
て
再
利

用
す
る
た
め
回
収
し
ま
す
の
で
、
配
達
員

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
N
T
T
各

支
店
の
窓
口
に
古
電
話
帳
回
収
B
O
X
を

10
月
末
日
ま
で
設
置
し
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
笏
問
合
せ
H
9
月
1
3
日
～
1
0

月
9
日
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）
の
午
前

9
時
～
午
後
5
時
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0

1
2
0
－
3
2
4
1
8
2
）
へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

患
ら
く
ら
く
教
室

霧
日
時
1
1
9
月
3
日
・
1
7
日
、
1
0
月
1
日

の
各
水
曜
日
午
後
1
時
～
4
時
笏
場
所
H

十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
笏

対
象
H
肺
気
腫
、
気
官
支
喘
息
、
じ
ん
肺

な
ど
で
、
息
切
れ
、
咳
、
疾
な
ど
の
症
状

で
お
困
り
の
方
笏
申
込
み
H
十
日
町
保
健

所
地
域
保
健
課
（
奮
5
7
1
2
4
0
0
）
へ
。

ひ
と
り
親
家
庭

　
　
　
　
ほ
の
ぼ
の
交
流
会

霧
日
時
H
9
月
2
8
日
㈲
市
役
所
前
午
前
9

時
集
合
笏
行
先
⊥
口
同
柳
町
「
こ
ど
も
自
然

王
国
」
霧
対
象
”
市
内
在
住
の
一
人
親
家

庭
の
親
と
子
霧
参
加
費
目
大
人
”
2
千

円
、
子
供
“
無
料
霧
申
込
み
”
9
月
1
0
日

㈱
ま
で
に
十
日
町
市
母
子
福
祉
い
つ
美
会

⑭

声
か
け
合
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
支
え
あ
い

　
一
人
暮
し
の
お
年
寄
り
が
、
亡

く
な
っ
て
一
週
問
後
に
発
見
さ
れ

た
。
こ
ん
な
記
事
が
新
聞
に
載
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
多
く

の
人
は
、
都
市
部
の
近
所
づ
き
あ

い
の
な
い
所
で
の
出
来
事
と
思
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
私
た
ち

の
ご
く
身
近
で
起
こ
っ
て
も
不
思

議
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
急

速
に
進
む
高
齢
化
社
会
、
そ
れ
以

外
に
も
、
福
祉
の
問
題
は
多
く
存

在
し
ま
す
。

　
人
が
生
き
て
い
く
う
え
で
、
家

族
、
近
所
、
地
域
の
助
け
合
い
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
家
族
、

地
域
社
会
の
機
能
は
社
会
の
変
化

と
と
も
に
弱
ま
り
、
そ
れ
に
伴
っ

て
「
支
え
」
も
弱
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

除
々
に
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
が
、

昔
か
ら
の
隣
近
所
の
支
え
合
い
は
、

も
っ
と
も
っ
と
大
切
な
こ
と
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
小
地

域
福
祉
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
福

祉
機
能
を
再
編
し
、
充
実
し
よ
う

と
、
市
内
全
域
に
「
地
区
ふ
れ
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
「
自
分
た
ち
の
地
域
の
福
祉

課
題
は
、
ま
ず
自
分
た
ち
で
取
り

組
も
う
」
と
い
う
意
識
を
も
と
に
、

民
生
委
員
児
童
委
員
を
中
心
に
、

福
祉
協
力
員
、
給
食
・
配
達
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
は
、
援
護
が
必
要
な
人

た
ち
に
対
し
て
見
守
り
、
声
か
け

等
に
よ
り
安
否
確
認
を
行
う
と
と

も
に
、
月
2
回
の
ふ
れ
あ
い
給
食

を
届
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉

二
ー
ズ
の
よ
り
早
い
発
見
と
、
地

域
性
に
合
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も

提
供
し
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が

で
き
る
こ
と
、
こ
こ
ま
で
は
が
ん

ば
れ
る
こ
と
が
明
確
に
な
る
と
、

お
の
ず
と
行
政
（
公
的
サ
ー
ビ
ス
）

の
役
割
が
は
っ
き
り
し
て
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
づ
く
り
に

は
、
こ
う
い
っ
た
動
き
が
大
切
だ

と
思
い
ま
せ
ん
か
。
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事
務
局
（
市
役
所
内
）
へ
。

え
ぷ
ろ
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

霧
日
時
・
内
容
H
9
月
9
日
㈹
“
無
国
籍

料
理
、
1
6
日
㈹
“
秋
を
楽
し
む
和
食
（
時
間

は
両
日
と
も
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時

30
分
）
霧
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

業
所
霧
参
加
費
H
各
回
5
百
円
霧
定
員
“

各
回
1
8
人
（
先
着
順
）
霧
申
込
み
H
東
北

電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
智
5
2
－
3
1
0

7
）
へ
。

働
き
た
い
女
性
の
た
め
の

技
術
講
習
会
（
ワ
ー
プ
ロ
）

雛
期
間
”
1
0
月
1
3
日
㈲
～
1
2
月
3
日
㈱
ま

で
の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
3
時
3
0
分
霧
場
所
H
魚
沼
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
六
日
町
）
雛
対
象

H
主
に
家
庭
の
主
婦
霧
定
員
H
2
0
人
（
先

着
順
）
影
受
講
料
H
無
料
（
た
だ
し
、
教

材
費
3
千
円
程
度
）
笏
申
込
み
判
9
月
1

日
㈲
～
2
9
日
㈲
ま
で
の
毎
週
月
・
金
曜
日

に
魚
沼
地
区
婦
人
就
業
援
助
相
談
室
（
盈

0
2
5
7
1
7

2
1
3
1
5
7
）
に
来
所
し

て
く
だ
さ
い
。

川
崎
病
を
考
え
る
会

霧
日
時
H
9
月
2
0
日
㈹
午
後
1
時
～
4
時

霧
場
所
判
ハ
イ
ブ
長
岡
霧
参
加
費
H
7
百

円
霧
講
師
H
郡
司
哲
己
先
生
（
長
岡
中
央

綜
合
病
院
小
児
科
部
長
）
纏
間
合
せ
H
渋

谷
政
子
（
盈
幡
－
錨
1
1
4
3
5
）
へ
。

雛ス
ポ
ー
ツ
・

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
＆

フ
ィ
ツ
ト
ネ
ス
第
2
期
開
始

▼
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
・
昼
の
部

笏
日
時
H
9
月
2
日
㈹
～
1
2
月
2
日
㈹
ま

　　交差点事故を防止しましょう
　昨年、県内で発生した交通事故の47．9％が

交差点で、87人の方が亡くなりました。

　交差点事故の多くは、一時不停止や安全不

確認などの基本的な交　　　　　濃　’　”

通ルールを守らないた　　。．．　　　　●．

　　　　　　　　　　　にロめに発生しています。　　　　、　1一翫
交差点では、しっかり　葛　　・“

止まってはっきり確認　戸魍　　〆　　・
をしましよう．　　　　1剖牒

〃9

O
●

醒

π
　
　
価

　
　
．
当

　
　
i

　
”
〆

濃

∠

OOO
欄

葛

執？戸

（）累計7月中の交通事故発生状況

年 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
9年 23（114） 26（129） 0（2）

8年 21（120） 23（146） 0（1）

〈スローガン〉

夕暮れは　気くばり

　目くばり　思いやり

で
の
第
4
週
を
除
く
毎
火
曜
日
午
前
9
時

30
分
～
籔
場
所
H
総
合
体
育
館
鯵
指
導
H

エ
リ
ア
ド
ゥ
2
1
指
導
員

▼
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
・
夜
の
部

籔
目
時
H
9
月
4
日
㈲
～
1
2
月
4
日
㈱
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
纏
指

導
H
エ
リ
ア
ド
ゥ
2
1
指
導
員

▼
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
・
夜
の
部

笏
日
時
H
9
月
3
日
㈱
～
1
2
月
3
日
㈱
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
笏
場

所
H
総
合
体
育
館
笏
指
導
H
エ
リ
ア
ド
ゥ

21
指
導
員

▼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
・
夜
の
部

笏
日
時
H
9
月
1
日
㈲
～
1
2
月
5
日
働
ま

で
の
毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
午
後
6
時

～
笏
場
所
H
総
合
体
育
館
笏
指
導
H
体
育

指
導
委
員

▼
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

笏
日
時
H
9
月
3
日
㈱
～
1
2
月
3
日
㈱
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
笏
場

所
H
総
合
体
育
館
笏
指
導
H
体
育
指
導
委

員
〈
市
民
プ
ー
ル
の
閉
場
〉
市
民
プ
ー
ル
は

8
月
31
日
㈲
で
閉
場
し
ま
す
。
ご
利
用
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　　　●葵

。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
”

い
い
汗
流
し
ま
し
ょ
う
〃

●
体
育
指
導
委
員
会

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
た
い
し
で
は
、
次
の
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
活
動
や
団
体
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
の
た
め
、
“
出
前
指
導
”
を
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
P
T
A
体
育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
▼
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動

▼
地
区
婦
人
会
等
の
健
康
体
力
づ

く
り
教
室
（
チ
ュ
ー
ブ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
e
t
C
）
▼
各
地
区
主
催
の

各
種
大
会
開
催
協
力
▼
学
校
開
放

利
用
団
体
の
活
動
（
テ
ニ
ス
・
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
e
t
C
）
▼
そ
の
他
、

学
校
部
活
動
に
も
外
部
指
導
者
と

し
て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
体
育
指
導
委
員
会
は
、
地
域
・

学
校
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子

供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く
、
末

長
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
・

体
力
の
保
持
増
進
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

●
体
育
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
体
協
で
は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
講
師
は
、

ソ
ウ
ル
五
輪
の
マ
ラ
ソ
ン
代
表
で
、

現
在
も
三
千
メ
ー
ト
ル
障
害
の
日

本
記
録
を
保
持
す
る
、
三
井
海
上

火
災
保
険
㈱
陸
上
部
男
子
監
督
の

新
宅
永
灯
至
氏
で
す
。
新
宅
氏
は

現
在
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
の
当
市
出

身
の
小
林
雅
幸
選
手
の
監
督
を
し

て
い
ま
す
。
三
年
後
の
シ
ド
ニ
ー

五
輪
を
目
指
し
、
今
二
人
三
脚
で

マ
ラ
ソ
ン
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
世
界
的
に
も
活
躍
さ
れ
た

新
宅
氏
の
経
験
や
指
導
方
法
、
人

柄
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
H
9
月
5
日
働
午
後
6
時

30

分
～
■
場
所
H
市
民
会
館
ホ
ー

ル
■
入
場
料
n
無
料
■
演
題
H

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
の
道
」
■
問

合
せ
1
1
総
合
体
育
館
（
智
5

2
1
4

3
7
7
）
へ
。

難
．
撒

灘
、

灘厭
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三
種
混
合
（
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

霧
－
期
初
回
（
接
種
を
受
け
て
い
な
い
子
）

”
▼
平
成
8
年
8
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
子
。
（
接
種
日
現
在
、
7
歳
半
未
満
が
対

象
）
▼
未
接
種
か
、
3
回
接
種
し
て
い
な

い
子
。
た
だ
し
、
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た

子
は
二
種
混
合
（
2
回
接
種
）
に
な
り
ま

鰹意麟甑遡ゑ藪圃轟戸本一の健康都市づくり

宿”』晶一舳唐昌乱rレ　　　　　　　　　〈日　程　表〉

対象

地区

1期初回接種月日 追加

接種

受
イ
寸
日
寺
間

接
種
会
場1回目 2回目 3回目

十日町 9／9（火） 9／30（火） 10／21（火） 10／28（幻
午
後
1
4
5
～
2
3
0

保
健
セ
ン
タ
1

川　治

六箇
水沢

9／11㈲ 10／2内 10／23㈲ 10／30休）

中　条

下条
吉　田

9／12㈹ 10／3㈹ 10／24㈹ 10／31㈹

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

す
。
受
付
に
必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

霧
－
期
追
加
に
該
当
す
る
子
目
7
歳
半
未

満
で
、
昨
年
1
期
初
回
が
完
了
し
た
子
。

霧
持
参
す
る
も
の
H
忘
れ
る
と
接
種
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
①
母
子
健
康
手
帳
②
体

温
計
③
十
日
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な

い
と
き
は
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町

村
で
発
行
し
た
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」

を
も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
霧
問
合
せ

H
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

麻
し
ん
（
は
し
か
）
の

　
　
　
　
　
　
　
予
防
接
種

　
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
市
内
の
医
療

機
関
で
個
別
に
行
い
ま
す
。

笏
対
象
者
H
1
0
月
－
日
現
在
、
1
歳
半
か

ら
7
歳
半
に
該
当
す
る
子
。
た
だ
し
、

す
で
に
は
し
か
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る

子
や
麻
し
ん
、
M
M
R
の
予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
の
あ
る
子
は
除
き
ま
す
。
霧
受

け
ら
れ
な
い
子
釧
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん

を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
な
ど
。
慢
性

の
病
気
が
あ
る
子
は
か
か
り
つ
け
の
医
師

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
霧
受
付
期
間
H

9
月
1
日
㈲
～
1
0
日
㈱
午
前
8
時
3
0
分
～

午
後
5
時
1
5
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

霧
申
し
込
み
H
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
の

上
、
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。
電
話

で
の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
。

断
酒
友
の
会

　
　
　
　
　
十
日
町
例
会

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
お
酒
で
体
調
を
こ

わ
し
て
い
る
方
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

断
酒
し
て
い
る
人
が
集
い
、
自
分
の
体
験

談
を
語
り
な
が
ら
断
酒
を
継
続
し
ま
す
。

雛
日
時
0
9
月
1
4
日
、
n
月
9
日
、
1
2
月

14
日
、
平
成
1
0
年
1
月
H
日
、
2
月
8
日
、

3
月
8
日
の
各
日
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
30
分
霧
場
所
H
公
民
館
本
館
（
第
2

研
修
室
）
雛
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
保
健

予
防
係
へ
。

願ヲ9月の休日救急医

医院（寿町4）費52－2711

病院（中里村）盈63－2111

科医院（田中町本通り）岱52－2403

病院（津南町）a65－3161

　敬老の日

医院（神明町）奮52－3269

㈲
野
村
㈲
外
南
㈲
田
㈲
町
㈹
田
㈲

日
　
　
　
　
日
中
　
　
日
　
　
日
　
　
日
　
　
日

7
庭
上
14
田
津
1
5
富
2
1
　
2
3
池
2
8

川西町診療所　（川西町）盈68－2034

23日㈹　秋分の日

池田医院（本町西1）盈52－2581

至誠堂医院（西浦町西）盈52－3276

津南病院（津南町）岱65－3161

むし歯のないよい歯の子
　7月の3歳児健診を受けた子27人

者
之
男
司
夫
志
和
幸

護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁

保
英
信
祥
貞
保
豊
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
陳
晒
轡
蔽
－
鴫

轟
黙
輌
鷲
線
鱈

　
　
　
　
　
禾
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ご
虎
亜
郎
晴
哉
康
穂
恥
桂

子　
　
　
梨
太
　
　
　
　
　
々

の
厨
祐
　
　
　
美
達
智

歯
　
　
由
祐
　
　
　
　
　
奈

凝
木
島
澤
沢
木
畑
沢

　
高
大
中
滝
高
古
林
滝

9月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
隣籍児L

10日
（水〉

午後1時10分

　～1時45分
6年3月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

17日
体）

午後1時10分

　～1時45分
8年3月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

24日

㈱

午後1時10分

　～1時30分
9年5月

生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
9日
（火）

午前9時30分

～10時15分

7年3月
生まれの幼児

10か月児
身体測定

16日
（幻

8年11月
生まれの乳児

麟舗劉

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳
　児健診は尿検査もあります）
※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

　腫）尿検査セット・乳児一般健康診査受診票を健康福
　祉課に取りに来てください。

※平成6年4月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。10月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、9月15

　日を過ぎても届かない人は、健康福祉課健康増進係ま
　で連絡してください。

9月の健康相談
会　　場 期日 時　　　間

保健センター 1・8・22・29日（月） 午前9時～11時30分

新座コミュニティーセンター 午前9時～11時30分

大井田コミュニティーセンター 午後1時30分～4時

川治地区公民館
9日（火〉

午前9時～11時30分

北 和　会　館
一

午後1時30分～4時

就業改善センター

18日㈲

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時
水沢地区公民館

19日㈹
午前9時～11時30分

平 成　　　園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

26日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～11時30分

上新田公民館 午後1時30分～4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。
※問合せ＝健康福祉課健康増進係

9月の献血車
◆全血献血　12日㈹（午前）㈱丸山工務所

　　　　　　　　　（午後）㈱シルクワーク

　　　　　21日（日）（終日）クロス10

＊受付時間は午前10時（12日は午前9時30分）

　～正午、午後1時～3時
◆成分献血　9日（火）（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に健康福祉課保健予防係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。

79平成9年8月25日号
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　ビッラ・オルモという名は「ニレの別荘」を意味します。

1797年、オデルスカルキ・イッノチェンツォ侯爵は、この

明るい新古典主義様式の別荘を建築しました。別荘には、

何本もの樹齢何百年のすばらしいニレの木がそびえていま

した。ところで皆さん、オデルスカルキ侯爵がインノチェ

ンツォ11世（9年3月25日号Nα12掲載）、バチカン法王と親

戚関係にあることをご存じですか。その後、2人の貴族に

所有権が移るとともに、この別荘にはナポレオンをはじめ、

皇帝、女王、皇子、将軍などの重要人物が滞在してきました。

　1924年にはコモ市の所有となり、その3年後のアレッサ

ンドロ・ボルタ（電池の発明者）の没後100年祭にあたって

国際エキスポが開催され、この時初めて一般の人たちが入

れるようになりました。コモ湖を望む建物正面には、芸術

的彫刻や噴水のあるすばらしいイタリア式庭園が広がり、

裏手には並木道や神殿がある公園があります。建物内部に

は大広間があり、音楽大広問と呼ばれる広間で1995年10月

に訪問した十日町市使節団の皆さんが食事をしました。数

百年前のニレの木は1本も残っていませんが、若い木が昔

の大きなニレの木と同じようになることを願っています。

人間と同じく木も伝承されなければなりませんから。

※日本語訳は国際交流員アドゥア・カスターニョさん。イタリア語の

翻訳等の相談がある方は企画人事課広報広聴係へご連絡ください。
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「鐙島つつじ園」全校除草

鐙島小学校

漏．17
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　　　「おじいちゃん、草刈り上手だね」。「み

　　んなも暑いのによくがんばったね。つつじ

　　も気持ちよさそうだよ」。

　　　8月1日に夏休みの1日を使い、子供た

　　ちと老人会の皆さんで、「鐙島つつじ園」の

　除草を行いました。

　　学校のすぐ横の山に、児童の親たちが斜

　面を切り開いて整備した手作りの鐙島スキ

　　ー場があります。15年ほど前、冬はスキー

　　を楽しむために、夏は緑が楽しめるように

　　と、れんげつつじの植栽を始めました。こ

聯　れが「鐙島つつじ園」の始まりです。

　　毎年10月、1年生は両親らと山で探して

　　きたつつじの苗を植栽します。その際、苗

欝木に自分の名前を書いた名札を付けます。

　　そして卒業するまでの6年間、自分の苗木

　　を世話しながらその成長を見守ります。

　　今年も10月に1年生と転入生のつつじを

　　植える予定です。そして、つつじの数は1，

　　200本を超えます。

　
「
水
社
会
」
、
こ
の
言
葉
は
故
玉
城
哲
・

専
修
大
学
教
授
が
、
日
本
社
会
を
性
格
づ
け

る
要
素
「
水
」
に
着
眼
し
用
い
た
言
葉
で
す
。

つ
ま
り
伝
統
的
に
水
稲
生
産
を
行
っ
て
き
た

日
本
で
は
、
田
植
時
期
や
出
穂
期
に
は
水
を

め
ぐ
り
上
下
流
、
左
右
岸
で
水
争
い
が
発
生

し
、
永
い
間
水
に
係
る
共
同
体
の
規
制
が
広

く
人
々
の
生
活
に
影
響
を
与
え
て
き
ま
し

た
。
当
然
水
を
排
出
す
る
に
も
川
下
へ
の
配

慮
や
秩
序
が
存
在
し
て
い
た
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た
今
日
、
次
に
使

う
人
の
こ
と
な
ど
考
え
る
必
要
も
な
く
、
水

は
排
水
管
へ
と
消
え
て
い
き
ま
す
。
先
日
の

信
濃
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
あ
る
パ
ネ
ラ
ー

か
ら
「
川
は
流
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
汚
い
も

の
を
流
し
て
も
目
の
前
か
ら
見
え
な
く
な
り
、

平
気
で
い
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
日
バ
イ

ク
で
走
っ
て
い
た
時
に
、
偶
然
一
人
の
お
ば

ち
ゃ
ん
が
天
ぷ
ら
鍋
に
入
っ
た
廃
油
を
無
造

作
に
道
路
側
溝
に
捨
て
て
い
る
の
を
見
か
け

た
の
で
す
。
は
た
し
て
こ
ん
な
人
に
「
ぽ
い

捨
て
禁
止
」
だ
の
、
「
川
を
守
れ
」
と
い
っ

て
も
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

空
し
く
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
④

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
編
・
集
・
室

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花

欝

20




